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行政常任委員会 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 １ ９ 日 （ 火 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○南委員長   おはようございます。  

 では、ただいまより行政常任委員会を開催させていただきます。  

 本日の欠席者通告者は、病気のため村田幸隆委員、出産のため中里沙也加委員で

あります。  

 それでは、今日は、税務課、市民サービス課、福祉保健課、環境課、そして、時

間があれば水産農林まで決算審査を行いたいと思いますので、よろしくお願いをい

たします。  

 それでは、税務課関連の議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算

の認定についての説明をお願いいたします。  

○三鬼税務課長   税務課でございます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、税務課に関する決算につきまして、決算書等に基づき御説明申し上げま

す。  

 決算書の１４、１５ページを御覧ください。  

 歳入、市税につきまして、個人市民税から順に御説明いたします。  

 １款市税、１項市民税、１目個人市民税につきましては、予算現額６億９ ,０５

８万８ ,０００円に対しまして、調定額７億４ ,３０２万２７７円、収入済額７億１ ,

１０４万９ ,５８７円、不納欠損額９６万１ ,４６４円、収入未債額３ ,１００万９ ,

２２６円であります。  

 なお、現年課税分、滞納繰越分の収入済額の内訳は、備考欄に記載のとおりであ

ります。  

 次に、２目法人、予算現額１億３ ,１１５万３ ,０００円に対し、調定額１億４ ,

８４３万５ ,８６０円、収入済額は１億４ ,７１７万７ ,９００円、不納欠損額３万

７ ,５００円、収入未済額１２２万４６０円であります。  

 ２項１目固定資産税、予算現額７億６ ,４６３万円に対して、調定額８億１ ,３７

８万５ ,４６４円、収入済額は７億７ ,２４６万２ ,１１０円、不納欠損額２５０万

２ ,６４９円、収入未債額３ ,８８２万７０５円であります。  
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 次に、２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、予算現額７５８万７ ,０

００円に対し、調定額及び収入済額は同額の７５８万７ ,８００円であります。  

 続きまして、３項軽自動車税、１目環境性能割は、予算現額３７５万円に対し、

調定額及び収入済額は同額の４０７万５ ,５００円であります。  

 ２目種別割、予算現額６ ,０４８万２ ,０００円に対し、調定額６ ,３７０万７ ,９

５９円、収入済額５ ,９７１万４ ,７１１円、不納欠損額１７万２ ,５００円、収入

未債額３８２万７４８円であります。  

 次に、４項１目市たばこ税は、予算現額１億５ ,０１９万１ ,０００円に対し、調

定額及び収入済額は同額の１億５ ,４１２万８１０円であります。  

 ５項１目都市計画税は、予算現額１億１ ,３５０万８ ,０００円に対し、調定額１

億２ ,０８４万４ ,８７１円、収入済額１億１ ,４５８万９ ,０６３円で、不納欠損額

３７万１ ,２６３円、収入未済額５８８万４ ,５４５円であります。  

 以上、市税全体としましては、表の一番上の欄にございますように、予算現額１

９億２ ,１８８万９ ,０００円に対しまして、調定額２０億５ ,５５７万８ ,５４１円、

収入済額１９億７ ,０７７万７ ,４８１円、不納欠損額は４０４万５ ,３７６円、収

入未債額は８ ,０７５万５ ,６８４円であります。  

 委員会資料の１２ページを御覧ください。  

 令和４年度市税の不納欠損額調書であります。  

 この表は、縦の欄が市税の各税目別、横の欄は地方税法に規定による理由別に、

それぞれの不納欠損の件数、金額を取りまとめたものでございます。  

 なお、不納欠損理由に関する地方税法等の規定につきましては、この資料の１５

ページに添付しておりますので、御参照願います。  

 それでは、表の右下の合計欄を御覧ください。  

 令和４年度は７５件、４９名分、４０４万５ ,３７６円の不納欠損処分を行って

おります。  

 ちなみに、令和３年度は８１件、４０名分で、４５６万２ ,６４７円でありまし

たので、市税全体としましては、件数で６件、金額では５１万７ ,２７１円減少し

ております。  

 主な内訳としましては、時効完成によるものが件数で３０件、金額では４２万７ ,

０１８円、その隣の執行停止後３年を経過したものが３７件、３１４万９ ,３５０

円であります。  

 税務課としましては、税負担の公平性を確保する観点からも、安易な不納欠損と
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ならないよう、滞納者に対し納税相談や指導、納付誓約などを取ることによって早

期納付を促し、さらには財産調査、差押え等の滞納処分に取り組んでおりますが、

その結果としてやむを得ず不納欠損としたケースが全てでございます。  

 一方、不納欠損につきましては、個々の滞納案件の金額や内容が１件１件異なる

ことから、どうしても年度によって金額が上下いたします。今後も地方税法の規定

に基づき、事由等を厳正に精査し、適正に執行してまいりたいと考えております。  

 次に、委員会資料の１ページを御覧ください。  

 こちらは、令和４年度市税の決算概要として、調定額、収入済額などを前年度と

の比較を中心に取りまとめた資料でございます。  

 まず、表の１、調定額を御覧ください。  

 令和４年度の調定額は、前年度と比べ、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税で

増加、市民税、都市計画税で減少し、市税全体としましては６６１万６６７円、０ .

３％の減少となりました。  

 増減要因の主なものといたしましては、現年度法人市民税における均等割及び法

人税割の増加が、現年度個人市民税における納税義務者数の自然減による均等割及

び所得割の減少を下回ったためであります。  

 軽自動車税につきましては、総所有台数は減少したものの、平成２８年度税制改

正による新税率及び重課税の適用台数増による増加、令和元年度より設けられた環

境性能割の導入等により、調定額、収入済額がともに前年度を上回りました。  

 一方、固定資産税につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による減免

の特例措置が終了し、僅かではありますが増加いたしました。  

 都市計画税は時点修正の影響により、調定額、収入済額がともに前年度を下回る

結果となりました。  

 表２、収入済額につきましては、調定額と同様に、固定、軽自、たばこで増加、

市民税、都市計画税で減少し、前年度に比べ４８５万９ ,０５９円、０ .２％の減少

となりました。  

 次に、表３、収納率につきましては、市民税、固定資産税、軽自動車税において

前年度を少し上回る結果となっております。市税全体の収納率は９５ .９％で、前

年度との比較では０ .１％上昇しております。  

 それでは、収納状況及び収納率関連の状況につきまして、収納係長の泉より御説

明申し上げます。  

○泉税務課係長   それでは、委員会資料の１０ページを御覧ください。  
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 令和４年度の滞納整理（処分）実績について御説明いたします。  

 最初に自庁分実績についてでありますが、上段の表を御覧ください。  

 財産調査件数４ ,２３３件に対しまして、差押事前通知を発送した件数が１５３

件、差押えに至った件数及び取立金額につきましては、預金等が１４件、６７万３ ,

３１９円、その他９件、２９万１ ,０６９円、合計２３件、９６万４ ,３８８円とな

っております。  

 参考として記載しております令和３年度は、財産調査件数４ ,２９６件に対しま

して、差押事前通知１５２件、差押え件数９７件、取立金額３７５万５ ,２１４円

であります。  

 前年度から大きく減少しておりますが、こちらにつきましては、後ほど三重地方

税管理回収機構実績の中で説明させていただきます。  

 それでは、地方税管理回収機構のうち、徴収第一課分移管実績の推移について御

説明いたします。  

 ２段目の表を御覧ください。  

 平成２８年度以降の移管件数、移管金額及び徴収額であります。  

 移管につきましては、年度ごと最大１５件、翌年度までの期間で移管しており、

移管金額につきましては、移管する案件によって大きく変動しております。  

 また、移管後２か年を経過しましても、機構に継続して移管したほうが回収等が

進むと判断できる案件につきましては、さらに２か年、継続移管しております。  

 なお、令和４年度につきましては、注釈にございますとおり、本年度も機構にて

処理中であり、徴収額の確定は令和５年度末となりますことから、表内は途中経過

の徴収額となります。  

 次に、徴収第二課分の移管実績について御説明いたします。  

 徴収第二課への移管につきましては、機構への移管要件が拡充されたことにより、

少額案件につきましても活用しやすい状況となったことから、令和４年度から新た

に取組として移管を開始いたしました。移管期間は単年度となっておりますが、継

続移管は可能となっております。  

 ３段目の表を御覧ください。  

 移管件数６７件、移管金額１ ,００６万５ ,４８４円に対しまして、徴収額は５１

５万２ ,２３７円となっております。さきの自庁分実績において、前年度と比べ大

きく減少していると説明いたしましたが、これは、前年度まで自庁で取り扱ってい

た案件の一部について、徴収第二課へ職員が定期的に訪問、業務を行いつつ移管を
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行うことによって自庁分実績が減少したものであります。そのため、徴収第二課移

管分を勘案し、比較したものが最下段の表、前年度実績比較となります。  

 令和３年度自庁分実績件数９７件、徴収取立額３７５万５ ,２１４円に対して、

令和４年度自庁分、徴収第二課分と合わせたものは件数で９０件、徴収額は６１１

万６ ,６２５円となっております。  

 自庁分実績につきましては、差押え執行により取立て実績であり、差押事前通知

発送後、自主納付につながったケースなども含まれておりませんので、単純な比較

はできませんが、専門機関と連携し取り組むことで、効率的に徴収が進められたも

のと考えております。  

 続きまして、市税の収納状況の推移について御説明いたします。  

 資料１ページめくっていただき、１１ページを御覧ください。  

 上段の表は、平成２８年度以降の市税収納率の推移であります。令和４年度の収

納率は９５ .９％となっております。折れ線グラフで表しますとおり、令和２年度

の収納率が９４ .８％と大きく減少しておりますが、令和２年度に実施された徴収

猶予の特例により最大１年間、徴収を猶予したことで、令和２年度から令和３年度

に繰り越されたことによるものです。  

 令和３年度には特例分が収納されたことにより、収納率が９５ .８％へと改善し

たところであります。  

 令和４年度においても、各税目において同等もしくは若干改善する形で、９５ .

９％の収納することができました。  

 次に、下段の表を御覧ください。  

 こちらにつきましては、市税の収入未債額の推移を表しております。  

 収入未債額につきましては、決算において徴収できず、翌年度に繰り越された額

であり、滞納繰越額となります。  

 御覧のとおり、令和２年度は１億円を超える収入未済額となりましたが、これは、

収納率の説明にもございました徴収猶予の特例によるものでございます。  

 令和４年度の収入未済額は８ ,０７５万５ ,６８４円で、平成２９年度の８ ,００

０万を切る水準に近づけつつありますので、引き続き収納徴収対策を徹底し、収入

未済額の縮小を目指して取り組んでまいりたいと考えております。  

○三鬼税務課長   委員会資料の２ページを御覧ください。  

 表４、市税収入済額及び構成比を御覧ください。  

 市税のうち最も構成比率の高いものは市民税で４３ .６％、次に固定資産税の３
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９ .６％となっております。なお、これらの二つの税に都市計画税も合わせますと

市税全体の８９％、約９割を占めており、これらが税目の本市の基幹税となってお

ります。  

 次の３ページを御覧ください。  

 表５、市税収入済額の推移をお願いします。  

 これは過去５年間の市税収入済額の推移を表した表であります。  

 税目別に各年度の収入済額と前年比を記載したものであり、表の一番右には参考

として、令和４年度収入済額と５年前の平成２９年度の収入済額との比較を記載し

ております。  

 左下のグラフにお示しのとおり、市税収入は平成３０年度までは徐々に減少して

おりましたが、市内大型事業所の撤退などに伴い、特に償却資産税が大幅に減少し

たことにより、令和元年度に市税全体としても大きな減少となっており、５年前の

比較では約２億５ ,６４６万円、率にして１１ .５％減少しております。前年度比で

は微減でとどまりましたが、市税全体としては、引き続き減少傾向となっておりま

す。  

 次の４ページを御覧ください。  

 こちらは、過去５年間の税目別市税収入額の推移を表したものでございます。  

 平成３０年度、令和元年度における固定資産税の落ち込みが大きかったことから、

３０年度に市民税と構成比の順位が入れ替わり、２税の収入額の差に多少の増減は

あるものの、構成比の順位に変動は見られておりません。  

 次の５ページを御覧ください。  

 令和４年度市税収納実績表の詳細を添付しております。こちらは、後ほど御参照

いただきたいと思います。  

 決算書の１８、１９ページを御覧ください。  

 １８ページからは、現年度課税分の市税算定の基礎としまして、税目別の基礎数

値、税額を参考に記載しておりますので、こちらも後ほど御参照いただきたいと思

います。  

 次に１９ページには、市民税の納税義務者数を記載しておりますが、令和３年度

と比べ市民税で１７９人の減少、法人市民税で３法人の増加となり、合計では１７

６人の納税義務者数の減少となっております。  

 それでは、引き続き税務課に係る歳入のうち、主なものについて御説明いたしま

す。  
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 決算書の３６、３７ページを御覧ください。  

 ３６ページの１３款使用料及び手数料、２項手数料、１目総務手数料、収入済額

７５０万２ ,２５０円のうち税務課に係る分としましては、３７ページ右側の備考

欄の上から５段目に記載の税務証明手数料５６万１ ,２００円であります。  

 決算書の５０、５１ページを御覧ください。  

 １５款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金のうち税務課に係る分としまし

ては、２節徴税費委託金で予算現額２ ,３８８万５ ,０００円に対して、調定額及び

収入済額は同額の２ ,４９０万１ ,４７６円であります。  

 この交付金は、県民税の徴収取扱いに係る三重県からの交付金であります。  

 決算書の６０、６１ページを御覧ください。  

 ２０款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目１節延滞金は、予算現額３４

０万円に対しまして、調定額及び収入済額は同額の６９３万１ ,４１３円でありま

す。  

 次ページ、６２、６３ページを御覧ください。  

 ５項１目雑入、１節滞納処分費、予算現額２１万９ ,０００円は、市税の滞納処

分を行う際の費用について、仮に市が支払った場合に対する弁済収入があった場合

を想定して予算計上しておりますが、令和４年度においても実績がございませんで

した。  

 次の２節総務費雑入、収入済額３ ,９９９万６６２円のうち税務課に係る部分は、

備考欄の上から九つ目、コピー使用料１万５ ,０３０円と、その下の納付書等共同

印刷負担金１４３万２ ,８７１円で、これは、国民健康保険税及び後期高齢者医療

保険料の納付書について、市税の納付書の印刷と合わせて契約していることから、

それぞれの特別会計から一般会計に対し、応分の負担をするものでございます。  

 歳入の説明は以上であります。  

 続きまして、歳出について御説明いたします。  

 決算書の１０２、１０３ページを御覧ください。  

 ２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費につきましては、予算現額１億２ ,１

５２万２ ,０００円に対し、支出済額が１億１ ,９９７万４ ,１６５円、不用額１５

４万７ ,８３５円であります。  

 税務総務費につきましては、市税の賦課業務に係る事務経費となります。  

 主な内容につきまして、課税係長の相賀より御説明申し上げます。  

○相賀税務課係長   それでは、総務税務費の支出に関する内容について御説明い
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たします。  

 １節から８節までの人件費等は総務課説明分ですので割愛し、主なものを簡潔に

御説明いたします。  

 決算書１０４、１０５ページを御覧ください。  

 １０節需用費２５２万５ ,９９０円で、内訳は、事務用消耗品や納税通知書等に

同封する市県民税特別徴収のしおりなどの印刷製本費であります。  

 次に、１１節役務費２１２万４ ,０３３円で、主なものは納税通知書等の発送に

係る通信運搬費であります。  

 次に、１２節委託料２ ,３３２万７ ,８５１円で、市税の賦課業務関連の業務委託

料であります。  

 内訳は、備考欄に記載しております七つの業務委託であります。  

 前年度の１ ,０３５万９ ,０７３円と比較して大幅に増額した理由といたしまして

は、３年に１回ある固定資産税の評価替えに必要な業務委託料の増額と、税制改正

等に伴う総合住民情報システム改修業務委託料の増額が主な要因です。  

 次に、１３節使用料及び賃借料２２９万１２９円で、主なものは備考欄に記載の

地方税電子申告審査システム等ＡＳＰサービスの利用料２１３万９ ,７２０円であ

ります。  

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は９５万８ ,０４９円で、市税の賦課業務

に関連した必要な七つの各種協議会の会費や負担金であります。  

 内容は、１０５、１０７ページの備考欄に記載のとおりとなっております。  

 次に、１０６、１０７ページを御覧ください。  

 ２２節償還金、利子及び割引料は１ ,１２１万３ ,５７７円で、これは全て市税の

過年度還付金及び還付加算金であります。前年度の６８１万１ ,５３７円から４４

０万２ ,０４０円増加しております。  

 主な要因は、種目別に法人市民税が最も多く、６１２万５ ,３００円、次いで、

個人市民税の２６８万９ ,４７７円です。どちらも主に確定申告等による税額変更

によるものです。  

 税務総務費の説明は以上であります。  

○三鬼税務課長   続きまして、２目賦課徴収費について御説明いたします。  

 予算現額６２９万円に対しまして、支出済額が５４７万１ ,９８７円で、不用額

８１万８ ,０１３円であります。  

 賦課徴収費につきましては、市税の徴収業務に係る事務経費となります。  
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 主な内容につきまして、収納係長の泉より御説明申し上げます。  

○泉税務課係長   それでは、賦課徴収費の主な内容について御説明いたします。  

 １節報酬の支出済額１万９ ,８００円につきましては、固定資産評価審査委員会

委員３名に対する報酬であります。  

 ８節旅費につきましては、市外徴収時などの普通旅費に必要なものとして、４万

１ ,０００円の予算計上しておりましたが、昨年度においても、コロナウイルス感

染症の影響により長距離の出張を控えたため、前年度に引き続き予算の支出はござ

いませんでした。  

 １０節需用費の支出済額は１００万１ ,６６３円で、主なものといたしましては、

督促状兼納付書等の印刷製本費であります。  

 １１節役務費の支出済額は１２６万７ ,４１４円で、主なものといたしましては、

督促状等の送付に係る通信運搬費であります。  

 １８節負担金、補助金及び交付金の支出済額は３１８万３ ,１１０円となってお

りまして、三重地方税管理回収機構負担金３１６万２ ,０００円が主なものであり

ます。  

 三重地方税管理回収機構につきましては、処理困難案件の徴収だけでなく、機構

への移管予告を行った際に納付につながるケースも多いことなど、滞納抑止効果が

高く、また、職員派遣に伴う税務課全体のスキルアップにつながっておりますこと

から、今後も機構との連携を図り、滞納整理に取り組んでまいりたいと考えており

ます。  

 賦課徴収費の説明は以上であります。  

○三鬼税務課長   税務課に係る歳出の説明は以上であります。  

 続きまして、財産調書の税務課分について御説明いたします。  

 決算書の２９６ページ、２９７ページを御覧ください。  

 下段の表、３債権、二つ目の市民税特別徴収翌年度徴収金につきましては、前年

度末現在高８ ,４４６万６００円、決算年度中増減額マイナス５６万９ ,１００円、

決算年度末現在高８ ,３８９万１ ,５００円であります。  

 この市民税特別徴収翌年度徴収金につきましては、市県民税の給与特別徴収の納

期につきましては、当該年度の６月から翌年度の５月までの１２回納期となってお

りますが、会計年度区分により、翌年度の４月、５月分につきましては翌年度歳入

として整理されることから、決算書の財産調書においてこちらに記載しているもの

でございます。  
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 なお、主要施策の成果及び実績報告書の３０ページに税務課分の資料を掲載して

おりますが、内容につきましてはこれまでの決算資料説明と重複いたしますので、

説明は割愛させていただきます。後ほど御参照をお願いいたします。  

 以上で税務課に関する一般会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。  

 よろしく御審議いただき御承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

○南委員長   ありがとうございました。  

 税務課所管の一般会計の決算の認定の説明は以上でございます。  

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。  

○小川委員   参考のためにちょっとお聞きしたいんですけれども、この税、時効

というのは５年でしたよね、多分５年やったかなと思うんですけど。後期高齢者の

ほうは料なので２年でよろしかったですか。  

○三鬼税務課長   そのとおりです。  

○小川委員   この時効を止めるためには、督促状を出した時点で時効というのは

ストップされるんですか。それとも、その前に止める方法というのはあるんですか。  

○泉税務課係長   時効につきましては、あくまでも督促状を発送した上で対応す

る形になっておりまして、督促状を発送後、一定期間を過ぎましてから滞納処分等

を行う形になっております。  

 滞納処分を行われた際には、そこから時効の更新がさらにされるというような形

になっております。  

○小川委員   この地方税法のほうでは援用というのは必要、援用というのはなか

ったですか、どっちだったですか。  

○三鬼税務課長   地方税法に関しましては援用はございませんので、即時という

形になります。  

○小川委員   保険料のほうは要りましたよね、２年たったら援用されたら……。  

○三鬼税務課長   後期高齢者保険料についても、地方税法の規定のとおり援用は

必要ないという、いわゆる強制公債権の部分の税法、ほんで、地方税につきまして

も、後期高齢者保険料についても同様となっております。  

○小川委員   援用が必要というのは、あれは市債権のほうだけやったですか。  

○泉税務課係長   そうですね、私債権と市債権となっております。  

○小川委員   税の平等性のですから、やっぱり安易な不納欠損だけはやってもら

いたくないなと思いますので、よろしくお願いいたします。  

○三鬼税務課長   収納係、そういう形で一生懸命取り組んでおりまして、また、
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先ほど御説明させていただきましたように、事情含めて、今度は回収機構と連携し

て、職員もそちらのほうに定期的に訪問しながら、悪質な滞納については適正に対

処していきたいと考えております。  

○南委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   じゃ、ないようですので、１点だけ参考に教えてほしいんですけれ

ども、市税収納状況の推移ということで、令和４年度は９５ .９％ということで前

年度よりか０ .１％伸びたという話なんですけれども、県下１４市町の中での尾鷲

のレベルというのはどの位置ですか。  

○三鬼税務課長   市税につきましては、１４市中、４年度の実績でいきますと１

１番目となっております。  

○南委員長   参考までに、トップはどれぐらい収納をやってますか。トップの収

納率。  

○泉税務課係長   トップの収納率につきましては、令和４年度につきましては、

９８ .４７％となっております。  

○南委員長   ありがとう。  

 では、よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   税務課の審査を終了いたします。  

 次に、市民サービス課に入っていただきます。  

 税務課長も同席してくれるんですかね。  

 それでは、市民サービス課の決算の認定の説明を受けるわけなんですけれども、

市民課は３本あります。４６号、一般会計と、４７号、国民健康保険、４８号、後

期高齢者医療保険の３議案が関係でございますが、まず、議案第４６号の一般会計

歳入歳出のほうからお願いをいたします。  

○湯浅市民サービス課長   おはようございます。  

 市民サービス課でございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、市民サービス課に係るものにつきまして御説明申し上げます。  

 決算書の９２ページ、９３ページを御覧ください。  

 ２款総務費、１項総務管理費、６目交通安全対策費につきましては、予算現額３

５０万円に対しまして支出済額３４８万２ ,４５２円、不用額は１万７ ,５４８円で
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ございます。  

 主な支出内容といたしましては、１０節需用費の支出済額１０６万２ ,５６８円

は、カーブミラーの取替え修繕等８か所、及び防護柵の劣化に伴う修繕等を行った

ものでございます。  

 １４節工事請負費の支出済額１９８万８ ,８００円は、交通安全設備の整備とし

て、道路管理者や教育委員会等とで実施する通学路合同点検の結果を受け、向井小

学校の通学路の路側帯にカラー塗装等を行ったものでございます。  

 交通安全対策費は、交通安全対策特別交付金１３３万９ ,０００円を活用した交

通安全設備の整備事業とともに、全国交通安全運動や交通安全教室の実施のほか、

１１回の早朝街頭指導など交通安全啓発活動を実施させていただきました。  

 続きまして、７目センター費でございます。  

 予算現額、４ ,００３万４ ,０００円に対しまして、支出済額が３ ,９８１万５ ,０

５９円、不用額が２１万８ ,９４１円でございます。  

 次のページを御覧ください。  

 支出の内容は、各センターに係る事務的な消耗品、切手代、センター職員の自家

用車借上料などでございます。  

 ９目生活相談費でございます。  

 予算現額１３２万５ ,０００円に対しまして、支出済額が８１万４８７円、不用

額が５１万４ ,５１３円でございます。  

 主な支出内容といたしましては、７節報償費の支出済額６３万円は、無料法律相

談のための弁護士２名に対する報償費でございます。  

 次のページを御覧ください。  

 １１目人権啓発推進費でございます。  

 予算現額４７万円に対しまして支出済額が４６万８ ,６２７円、不用額が１ ,３７

３円でございます。  

 人権擁護委員による街頭啓発活動などを実施させていただきました。  

 それでは、１００ページ、１０１ページを御覧ください。  

 １３目コミュニティーセンター費でございます。  

 予算現額２ ,９７９万５ ,０００円に対しまして、支出済額が２ ,３９８万３ ,２６

１円、不用額が５８１万１ ,７３９円でございます。  

 不用額が５８１万１ ,７３９円となった理由といたしましては、１８節の負担金、

補助及び交付金の不用額４９０万６６円で、一般コミュニティ助成の事業補助金の
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交付決定のあった４団体のうち２団体について、施工業者の諸事情により助成事業

の町内放送設備に係る工期内の完了が困難となったため、交付予定団体より事業取

下げの申請があったことによるものでございます。  

 各節の主な支出内容といたしましては、１節報酬３８万２ ,８００円は、コミュ

ニティーセンター運営委員の報酬でございます。  

 ７節報償費６８０万６００円は、集落支援員に対する報償費が５２０万５ ,６０

０円、コミュニティーセンターで実施しております講座の講師謝礼が１５９万５ ,

０００円でございます。  

 コロナ禍による活動自粛の緩和により、昨年度より講座回数、参加者数ともに増

加傾向に転じております。  

 １０節需用費７３４万７ ,２０９円の主なものは、各コミュニティーセンターの

光熱水費６０２万４ ,８９４円でございます。  

 １１節役務費２１８万７ ,９６８円の主なものは、各コミュニティーセンターの

浄化槽保守点検等手数料１５４万８ ,８００円でございます。  

 １３節使用料及び賃借料１６０万１ ,１８０円の主なものは、三木浦漁村センタ

ー借上料１００万円でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金４９６万６ ,９３４円の主なものは、一般コミュ

ニティ助成事業補助金４５０万円で、九鬼町内会、須賀利区が実施いたしました町

内放送設備、ソーラーライト設備等、コミュニティ活動の備品の整備事業に対する

補助でございます。  

 続きまして、１４目諸費でございます。  

 予算現額１ ,１４０万８ ,０００円に対しまして、支出済額が１ ,０５０万６ ,０４

８円、不用額が９０万１ ,９５２円でございます。  

 主な支出内容といたしましては、１０節需用費８７４万９ ,４４２円が、市内各

所の防犯灯の電気代などの光熱水費７３１万８ ,８４６円、防犯灯の修繕料１３３

万９ ,８００円でございます。  

 １０６ページ、１０７ページを御覧ください。  

 ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費でございます。  

 予算現額７ ,５５６万９ ,０００円に対しまして、支出済額が７ ,４６７万７ ,９７

２円、不用額が８９万１ ,０２８円でございます。  

 本事業におきましては、戸籍住民基本台帳など住民情報を管理しているもので、

出生、死亡、婚姻など戸籍に関する届出、約１ ,１００件、転入転出などの住民の
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移動に関する届出、約１ ,４００件を処理しており、各種証明書類を約１万５ ,００

０件発行するとともに、マイナンバーカードに係る交付事務等も行っております。  

 市民サービス課に係る支出の主なものは、次のページを御覧ください。  

 １０節需用費１１２万２ ,１４１円は、不正防止用紙などの印刷製本費６３万３ ,

６００円でございます。  

 １２節委託料２ ,０４６万６ ,０５０円は、戸籍システム保守業務委託料４４７万

３ ,１５０円、戸籍システム改修業務委託料９２９万７ ,２００円、住民基本台帳シ

ステム改修業務委託料３５６万４ ,０００円などでございます。  

 １３節使用料及び賃借料６８２万２ ,３９１円は、住民基本台帳ネットワーク機

器借上料９８万９ ,４９６円、戸籍システム借上料４４２万２ ,０００円などでござ

います。  

 １２４ページ、１２５ページを御覧ください。  

 ３款民生費、１項社会福祉費、５目国民年金費でございます。  

 予算現額３９３万円に対しまして、支出済額が３８１万８ ,３８８円、不用額が

１１万１ ,６１２円でございます。  

 支出の主なものは、人件費及び、次のページを御覧ください。業務実施に係る消

耗品が５万５ ,３０８円、国民年金法などの改正に係るシステム改修業務委託料２

７万５ ,０００円でございます。  

 １２８ページ、１２９ページを御覧ください。  

 ８目後期高齢者医療費でございます。  

 予算現額４億３ ,７５６万円に対しまして、支出済額が４億３ ,７５５万９ ,７９

３円、不用額が２０７円でございます。  

 このうち市民サービス課に係る分といたしましては、１８節負担金、補助及び交

付金２７６万６ ,０００円で、三重県後期高齢者医療広域連合に対する事務費の負

担金でございます。  

 １５８ページ、１５９ページを御覧ください。  

 ４款衛生費、３項環境衛生費、３目環境衛生費でございます。  

 予算現額１０４万７ ,０００円に対しまして、支出済額が８２万９ ,５０５円、不

用額が２１万７ ,４９５円でございます。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料５２万７ ,６００円で、畜犬登

録等の業務委託料及び巡回狂犬病予防接種委託料でございます。  

 巡回狂犬病予防注射が１７６頭、注射済票の交付が６２７件でございました。  
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 １８節負担金、補助及び交付金は、猫避妊等手術費補助金１８万９ ,０００円で、

雄３１頭、雌３７頭の避妊手術等の実施に対し補助を行いました。  

 続きまして、４目斎場管理費でございます。  

 予算現額３ ,３１７万１ ,０００円に対しまして、支出済額が３ ,２７１万２ ,０３

３円、不用額が４５万８ ,９６７円でございます。  

 支出の主なものは、１２節委託料１ ,４９０万２ ,０００円で、次のページを御覧

ください。そのうち斎場指定管理料が１ ,４５６万１ ,０００円でございます。  

 １４節工事請負費１ ,７６１万１ ,０００円は、火葬炉内の耐火物の積み替えや、

燃料ブロア交換などの火葬炉保守及び改修関連工事でございます。  

 続きまして、５目墓地管理費でございます。  

 予算現額９ ,７２６万３ ,０００円に対しまして、支出済額が９ ,６６６万５ ,２３

９円、不用額が５９万７ ,７６１円でございます。  

 墓地管理に係る費用及び墓地移転事業の事業費となっており、主な支出内容とい

たしましては、１２節委託料８６７万２ ,８４０円は自然環境調査業務委託料８１

６万２ ,０００円、光が丘墓園の墓地清掃委託料５１万８４０円でございます。  

 １４節工事請負費７ ,５５６万円は、令和４年度から令和５年度にかけて実施し

ております折橋墓地移転に伴う新墓地造成工事に係る令和４年度支出分でありまし

て、尾鷲市会計規則及び尾鷲市工事請負契約の細則の規定により、契約金額の１０

分の４に当たる前払い金でございます。  

 １６節公有財産購入費９２０万８ ,０００円は、小原野新墓地用地の取得に係る

公有財産購入費でございます。  

 ２１節補償、補塡及び賠償金２３５万７ ,０００円につきましては、小原野新墓

地取得用地内の立木約２ ,５００本の補償金でございます。  

 議案第４６号の説明は以上でございます。よろしくお願いします。  

○南委員長   市民サービス課の説明は以上でございます。  

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。  

 じゃ、よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   それでは、ないようですので、４６号の審査を終了いたします。  

 続いて、４７号……。１本ずつ行ったほうがいいですか。  

（「続けて行きましょう」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   同時に。  
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（「国保と後期は」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   分かりました。  

 それでは、議案第４７号の国保と４８号の後期高齢者の決算認定の説明をお願い

いたします。  

○湯浅市民サービス課長   それでは、続きまして、議案第４７号、令和４年度尾

鷲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申し上げます。  

 歳入比較増減額５０万円以上のものにつきましては、全て見込額との差額発生で

あり、歳出不用額５０万円以下のものにつきましても、同様に全て見込みを下回っ

たものによるものでございますので、個別の説明は割愛させていただきます。  

 決算書の２４６ページ、２４７ページを御覧ください。  

 令和４年度の決算の全体は、歳入の収入済額合計２１億７ ,３４０万１ ,８０７円

に対しまして、次のページを御覧ください。歳出の支出済額合計は２１億５ ,４８

３万７ ,７４２円で、歳入歳出の差引額の形式収支は１ ,８５６万４ ,０６５円の黒

字でございます。  

 次に、個別の項目について御説明申し上げます。  

 ２５０ページ、２５１ページを御覧ください。  

 まず、歳入でございます。  

 １款国民健康保険税については、税務課より御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   歳入、１款１項国民健康保険税、１目一般国民健康保険税につ

きましては、予算現額３億５ ,５２０万９ ,０００円に対し、調定額４億４ ,８２８

万６０７円、収入済額３億５ ,８３２万２ ,３２６円、不納欠損額２５１万４ ,８８

４円、収入未債額は８ ,７４４万３ ,３９７円となりました。  

 節別の収入済額につきましては、１節から６節の介護納付金分の滞納繰越分まで

それぞれ記載のとおりとなっております。  

 次に、２目退職者国民健康保険税につきましては、予算現額は２万３ ,０００円、

調定額６９万９ ,９６３円、不納欠損額も同額となり、収入未済額はございません。  

 退職者国民健康保険税につきましては、平成２７年度より制度が廃止され、遡及

して追徴課税となる案件が発生する可能性もなくなったことから、令和４年度当初

予算から現年課税分が計上されておりません。  

 また、滞納繰越分につきましては、いずれも収納する見込みが立たないケースの

ため執行停止となっておりましたが、停止後３年を経過したことから、令和４年度

において不納欠損処分となっております。  
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 このことにより、令和５年度当初課税から滞納繰越分として計上する予算がなく

なりましたので、２目退職者国民健康保険税につきましては、廃目となっておりま

す。  

 以上、国民健康保険税全体としましては、表の一番上の欄にございますように、

予算現額３億５ ,５２３万２ ,０００円に対しまして、調定額４億４ ,８９８万５７

０円、収入済額３億５ ,８３２万２ ,３２６円、不納欠損額は３２１万４ ,８４７円

で、収入未済額は８ ,７４４万３ ,３９７円であります。  

 税務課委員会資料の１３ページを御覧ください。  

 令和４年度国民健康保険税の不納欠損額調書であります。  

 表の右下の合計欄にございますように、令和４年度は５７件、２１名分、３２１

万４ ,８４７円の不納欠損処分を行っております。  

 ちなみに、令和３年度の３１件、１１名分、１００万９ ,７５０円から増加した

理由といたしましては、滞納処分執行停止後３年を経過したことによるものが主な

増加要因であります。  

 市税同様、差押え等の滞納処分に取り組んでいる中でやむを得ず不納欠損とした

ケースが全てであり、個々の滞納案件の内容が１件１件異なりますことから、年度

によって金額が大きく上下することを御理解いただきたいと思います。  

 次に、税務課委員会資料の６ページを御覧ください。  

 令和４年度の国民健康保険税の決算概要として、前年度との比較を取りまとめた

資料でございます。  

 上段、表６、調定額の最下段、合計欄の緑色のマーカー部分を御覧ください。  

 令和４年度の調定額は、前年度と比較して１ ,７３０万３ ,８９８円の減少といた

しました。  

 調定額の主な減少要因としましては、加入世帯数及び被保険者数の減少によるも

ので、年度末の加入者は１６０世帯、２９０人、前年度を下回っております。高齢

化に伴う後期高齢者医療保険への移行が進んでおり、今後もこの傾向が続くものと

見込まれております。  

 次に、表７、収入済額を御覧ください。  

 合計欄、緑色の部分になりますが、令和４年度の収入済額は前年度と比較して、

２ ,１５７万９ ,４８５円減少いたしました。  

 表８、収納率につきましては、７９ .８１％と前年度から１ .６６ポイント減少い

たしました。  
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 次ページ、７ページを御覧ください。  

 こちらには、より詳細な国民健康保険税の収納実績表を掲載しておりますので、

後ほど御参照いただきたいと思います。  

 国民健康保険税の説明につきましては以上であります。  

 説明を市民サービス課に代わります。  

○湯浅市民サービス課長   続きまして、決算書２５０ページ、２款県支出金、１

項県負担金、１目保険給付費等交付金は、予算現額１５億７ ,５０３万２ ,０００円

に対しまして、調定額及び収入済額は同額で１５億７ ,７０７万９ ,５０９円でござ

います。  

 内訳は、１節普通交付金が調定額及び収入済額が同額で１５億３ ,０４２万１ ,５

０９円であり、２節特別交付金が調定額及び収入済額ともに４ ,６６５万８ ,０００

円でございます。  

 次ページを御覧ください。  

 ３款財産収入、１項財産運用収入、１目基金運用収入は、予算現額８ ,０００円

に対しまして、調定額及び収入済額が同額で８ ,０００円でございます。国保財政

調整基金の運用利子収入でございます。  

 ４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金は、予算現額２億９９９万

１ ,０００円に対しまして、調定額及び収入済額同額で２億８８６万２ ,０６８円で

ございます。全額、基準に基づく一般会計からの法定繰入金でございます。  

 ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、予算現額、調定額及び収入済額が

同額で９００万７ ,０００円でございます。  

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金は、予算現額１ ,６５１万８ ,０００円に対

しまして、調定額及び収入済額は同額の１ ,６５１万８ ,５６３円で、令和３年度か

ら令和４年度への繰越金でございます。  

 ６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金については、税務課より御

説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   次ページ、２５４、２５５ページを御覧ください。  

 ６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金につきましては、予算現額

２７５万７ ,０００円に対し、調定額、収入済額ともに３４７万３１０円で、全て

一般被保険者からの延滞金収入であります。  

 説明を市民サービス課に戻します。  

○湯浅市民サービス課長   ２項雑入、１目一般分第三者納付金は、予算現額１０
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万２ ,０００円に対しまして、調定額及び収入済額同額で９万３１８円でございま

す。一般被保険者が交通事故など、第三者の行為により負傷した場合の保険給付に

対する返納金でございます。  

 ３目一般分返納金は、予算現額５万円に対しまして調定額８万２ ,８３６円、収

入済額４万３ ,７１３円で、３万９ ,１２３円の収入未済額が生じております。  

 これは、一般被保険者の所得区分変更に伴う医療費の返納金でございまして、こ

の収入未済額につきましては令和５年度に繰り越し、納付勧奨を行っております。  

 続きまして、歳出でございます。  

 ２５６ページ、２５７ページを御覧ください。  

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、予算現額４ ,５６４万６ ,００

０円に対しまして、支出済額が４ ,４９５万４ ,７８６円、不用額が６９万１ ,２１

４円でございます。  

 支出の主なものといたしましては、１１節役務費４２５万２ ,５４９円は、保険

証などの郵送料１３５万８ ,７４９円、国保連合会に対する確認事務手数料２０２

万１０６円でございます。  

 次ページを御覧ください。  

 １８節負担金、補助及び交付金３５３万２ ,０００円は、総合住民システム利用

負担金でございます。  

 ２目連合会負担金は、予算現額９８万７ ,０００円に対しまして支出済額は９４

万１４４円、不用額は４万６ ,８５６円でございます。  

 主なものといたしましては、連合会保健事業負担金３５万６ ,０９７円及び連合

会一般負担金４１万７ ,３７５円でございます。  

 ２項徴税費につきましては、税務課より御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   ２項徴税費、１目賦課徴収費、予算現額６３５万３ ,０００円に

対して、支出済額５８６万６ ,５５１円、不用額は４８万６ ,４４９円であります。  

 １０節需用費、支出済額５０万６ ,３２５円の主なものといたしましては、督促

状兼納付書などの印刷製本費３８万６ ,４３０円であります。  

 １１節役務費の支出済額６７万４９６円は、納税通知書等の送付に係る通信運搬

費５１万５ ,１０５円及び口座振替手数料１５万５ ,３９１円であります。  

 １２節委託料の支出済額３５２万円につきましては、税制改正に伴う総合住民情

報システム改修業務委託料で、内容といたしましては、未就学児に係る国保税の減

額措置の導入に伴うシステム改修業務委託料であります。  
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 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額１１５万９ ,２５５円は、三重地方税

管理回収機構への負担金４２万円及び納付書共同印刷に係る一般会計への負担金７

３万９ ,２５５円であります。  

 説明を市民サービス課と交代します。  

○湯浅市民サービス課長   では、続きまして、３項運営協議会費、１目運営協議

会費は、予算現額３１万８ ,０００円に対しまして、支出済額が６万２ ,１２０円、

不用額が２５万５ ,８８０円でございます。  

 国保運営協議会に係る委員報酬が主なもので、本来ですと年に数回開催している

んですけれども、令和４年度はコロナ禍のため１回しか開催することができず、そ

の他書面決議に代えさせていただいたことによるものでございます。  

 次ページを御覧ください。  

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般分療養給付費等は、予算現額１３億１ ,

４６０万円に対しまして、支出済額が１３億８００万１０５円、不用額が６５９万

９ ,８９５円でございます。  

 ２目一般分療養費は、予算現額１ ,００１万８ ,０００円に対しまして、支出済額

が１ ,００１万７ ,３１０円、不用額が６９０円でございます。  

 ３目審査支払手数料は、予算現額４１６万４ ,０００円に対しまして、支出済額

が４１６万３ ,５９７円、不用額が４０３円でございます。  

 主なものは、診療報酬審査支払手数料４１１万５ ,５５６円でございます。  

 ２項高額療養費、１目一般分高額療養費は、予算現額２億５８３万７ ,０００円

に対しまして、支出済額が２億５８３万６ ,５６１円、不用額は４３９円でござい

ます。  

 ２目一般分高額介護合算療養費は、予算現額７万６ ,０００円に対しまして、支

出済額が７万５ ,６６５円、不用額が３３５円でございます。  

 ４項出産育児諸費、１目出産育児一時金は、予算現額２５０万８ ,０００円に対

しまして、支出済額が２５０万８ ,０００円、不用額はゼロでございます。令和４

年度においては、対象者６名に対し一時金を交付いたしました。  

 ２目審査支払手数料は、予算現額３ ,０００円に対しまして、支出済額が１ ,２６

０円、不用額が１ ,７４０円でございます。  

 ５項葬祭諸費、１目葬祭費は、予算現額２３５万円に対しまして、支出済額が２

３５万円、不用額ゼロでございます。１件当たり５万円を４７名の方に支給させて

いただきました。  
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 ６項傷病手当金、１目傷病手当金は、予算現額３５万２ ,０００円に対しまして、

支出済額が３５万１ ,８９５円、不用額が１０５円でございます。１３名の方に支

給させていただきました。  

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付

費分は、予算現額３億２ ,５５３万９ ,０００円に対しまして、支出済額が３億２ ,

５５３万８ ,７７６円、不用額が２２４円でございます。  

 ２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分は、次ペー

ジを御覧ください。予算現額１億１ ,６４９万１ ,０００円に対しまして、支出済額

が１億１ ,６４９万８２９円、不用額は１７１円でございます。  

 ３項１目介護納付金分は、予算現額３ ,９０１万２ ,０００円に対しまして、支出

済額が３ ,９０１万１ ,９６１円、不用額は３９円でございます。  

 以上、３款国民健康保険事業費納付金につきましては、合計４億８ ,１０４万１ ,

５６６円でございます。  

 続きまして、４款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目共同事業拠出金は、

予算現額１ ,０００円に対しまして、支出済額が２１円、不用額が９７９円でござ

います。  

 ５款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費は、予算現額４３９万５ ,０

００円に対しまして、支出済額が４０７万７ ,４２４円、不用額が３１万７ ,５７６

円でございます。  

 主なものといたしましては、１２節委託料３０４万３ ,３７６円で、脳ドック検

診、レセプト点検業務委託料、特別調整交付金申請支援業務委託料等でございます。  

 脳ドック検診につきましては、３７名の方が尾鷲総合病院で受診されました。ま

た、特別調整交付金申請支援業務委託は、歳入の増加のため、結核及び精神の医療

費に対する特別調整交付金を申請するための業務委託料でございます。  

 続きまして、１８節負担金、補助及び交付金２５万２ ,３３６円は、健康増進事

業等負担金２万７ ,３３６円と、老人クラブ連合会へのグラウンドゴルフの大会の

補助金２２万５ ,０００円でございます。  

 次ページを御覧ください。  

 ２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費は、予算現額２ ,３８１

万３ ,０００円に対しまして、支出済額が１ ,９６５万１ ,２４１円、不用額が４１

６万１ ,７５９円でございます。  

 主なものは、１２節委託料１ ,８８６万１ ,５０５円で、内訳といたしましては、
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特定健診の委託料及び特定健診受診率向上対策委託料でございます。  

 例年、受診率が低いことが課題である特定検診につきましては、令和４年度の受

診率が速報値で４２ .１％となっておりますので、令和３年度の４２ .４％と比べる

と０ .３ポイント減少する見込みでございます。  

 受診率向上のために平成３０年度から継続事業として福祉保健課と連携して、ま

た、地区の皆様の協力を得ながら、三木浦町、賀田町、古江町の３地区と、尾鷲市

の体育文化会館と武道場においてがん検診と合同で集団検診を実施しており、令和

３年度からは集団検診の会場を１か所増やさせていただいております。  

 また、令和元年度から受診時の自己負担額の無料化、令和２年度からは特定健診

対象者の効率的、効果的な受診勧奨を実施するためにデータ分析等を行い、特徴別

に複数のグループに分類した上で、それぞれに適した受診勧奨を行う特定健診の受

診率向上対策事業を実施しております。  

 次に、三重県の国民健康保険団体連合会、在宅保健師を用いた自宅訪問の勧奨や、

輪内地区において前年に参加した方で申し込まれていなかった方への電話勧奨など

も行っております。  

 いずれにしても、国保運営協議会の委員の皆様のＰＲや、紀北医師会の先生方に

も御協力をいただいて、今後も受診率の向上を図っていきたいと考えております。  

 続きまして、６款基金積立金、１項基金積立金、１目財政調整基金積立金は、予

算現額、支出済額ともに６ ,１２２万２ ,０００円でございます。  

 ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般分及び２目退職分保険税還

付金については、税務課から御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   ８款１項償還金及び還付加算金、１目一般分保険税還付金、２

２節償還金、利子及び割引料につきましては、予算現額１８０万円に対し、支出済

額６９万６ ,６００円、不用額１１０万３ ,４００円であります。これは、国民健康

保険税に係る過分納付還付金であります。  

 不用額につきましては、償還金の支出額が見込みが困難なことがありまして、償

還が発生した場合、遅滞なく還付する必要があることなどから、例年、余裕を持っ

た予算計上とさせていただいておりますことから、このような不用額となったもの

であります。何とぞ御理解のほど、よろしくお願いいたします。  

 ２目退職分保険税還付金につきましては、予算現額６万円に対し、支出済額はご

ざいませんでした。  

 説明を市民サービス課と交代します。  
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○湯浅市民サービス課長   それでは、２６８ページ、２６９ページを御覧くださ

い。  

 ３目保険給付費等交付金償還金は、予算現額６７万１ ,０００円に対しまして、

支出済額が６７万７２２円、不用額が２７８円でございます。  

 主なものといたしましては、普通交付金の前年度精算金２８万２ ,７２２円で、

令和３年度及び令和２年度の精算金でございます。  

 ２項繰出金、１目一般会計繰出金は、予算現額２３５万１ ,０００円に対しまし

て、支出済額が２３５万１７４円、不用額が８２６円でございます。  

 これは、令和２年度の職員給与費等の繰入金の精算により、一般会計に対し繰り

出しするものでございます。  

 議案第４７号の説明は以上でございます。  

○南委員長   ここで１０分間休憩いたします。  

（休憩  午前１１時１６分）  

 

（再開  午前１１時２３分）  

○南委員長   休憩前に引き続き委員会を続行いたします。  

 次に、議案第４８号、尾鷲市後期高齢者医療の歳入歳出の認定の説明をお願いい

たします。  

○湯浅市民サービス課長   それでは、引き続きまして、議案第４８号、令和４年

度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、御説明申し上

げます。  

 決算書の２７４、２７５ページを御覧ください。  

 令和４年度の決算の全体は、歳入の収入済額合計７億１ ,０５６万５ ,５４８円に

対しまして、次ページを御覧ください。歳出の支出済額合計は７億４００万８ ,１

２２円で、歳入歳出の差引額形式収支は６５５万７ ,４２６円の黒字でございます。  

 次に、個別の項目について御説明申し上げます。  

 次ページを御覧ください。  

 まず、歳入でございます。  

 １款後期高齢者医療保険料につきましては、税務課より御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   １款後期高齢者医療保険料は、予算現額２億２ ,２６７万２ ,０

００円に対しまして、調定額２億２ ,６６７万９ ,４３７円、収入済額２億２ ,３０

２万２ ,０７５円、不納欠損額２５万６ ,７０６円、収入未済額３４０万６５６円で
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あります。  

 特別徴収、普通徴収保険料、現年課税分、滞納繰越分の収入済額の内訳は、記載

のとおりでございます。  

 税務課委員会資料の８ページを御覧ください。  

 後期高齢者医療保険料の対前年度比較について、御説明いたします。  

 まず、表９、調定額の合計欄の緑色マーカー部分を御覧ください。  

 令和４年度の調定額は前年度に比べ５５９万７ ,８９３円、率にして２ .５％増加

いたしました。被保険者数の増加によるものが主な要因であります。  

 次に、表１０、収入済額を御覧ください。  

 前年度に比べ５５２万９ ,７２８円、２ .５％の増加となっており、調定額ととも

に収入済額も年々増加しております。  

 表１１、収納率につきましては、最下段にありますように、前年度と同じ９８ .

４％でありました。  

 次ページ、９ページを御覧ください。  

 こちらには、より詳細な保険料の収納実績表を掲載しておりますので、後ほど御

参照いただきたいと思います。  

 次に、税務課委員会資料の１４ページを御覧ください。  

 後期高齢者医療保険料の不納欠損額調書であります。  

 右下、合計欄に記載のとおり、令和４年度は４件、４名分、２５万６ ,７０６円

の不納欠損処分を行っております。この４件は、いずれも時効完成によるものであ

ります。前年度の１２名、１０名分、１０２万６ ,９６７円と比較して、約７７万

円減少しております。  

 説明は以上であります。  

 説明を市民サービス課と交代します。  

○湯浅市民サービス課長   それでは、続きまして、説明させていただきます。  

 ２款繰入金、１項繰入金、１目繰入金は、予算現額４億３ ,４７９万４ ,０００円

に対しまして、調定額及び収入済額同額で４億３ ,４７９万３ ,７９３円でございま

す。全て基準で定められた一般会計からの繰入金でございます。  

 ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金は、予算現額５６９万４ ,０００円に対し

まして、調定額及び収入済額同額で５６９万３ ,４７６円でございます。  

 ４款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、２項償還金及び還付加算金については、

税務課より御説明申し上げます。  
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○三鬼税務課長   ４款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金は、予算現額

３万円に対し、調定額、収入済額はともに４万６８５円で、全て後期高齢者医療保

険料の延滞金収入であります。  

 次ページ、２８０、２８１ページを御覧ください。  

 ２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金及び還付加算金につきましては、

これは市が被保険者本人に支払った保険料還付金及び還付加算金に対する三重県後

期高齢者医療広域連合からの収入であり、調定額、収入済額はともに５６万８ ,６

４８円でした。  

 説明を市民サービス課と交代します。  

○湯浅市民サービス課長   続きまして、３項雑入、１目雑入は、予算現額４ ,６４

４万７ ,０００円に対しまして、調定額及び収入済額同額で４ ,６４４万６ ,８７１

円、後期高齢者医療広域連合からの前年度の精算金でございます。  

 続きまして、歳出でございます。  

 ２８２ページ、２８３ページを御覧ください。  

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、予算現額８５１万１ ,０００

円に対しまして、支出済額が８４５万５ ,９８１円、不用額が５万５ ,０１９円でご

ざいます。  

 主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金２８８万６ ,０００

円で、総合住民システム利用負担金でございます。  

 ２項徴収費については、税務課より御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   ２項１目徴収費、予算現額１５０万７ ,０００円に対しまして、

支出済額は１２６万９ ,５９４円で、不用額は２３万７ ,４０６円であります。  

 支出済額の内訳は、２８３ページ中段より下を御覧ください。  

 １０節需用費の支出済額は１５万１ ,５８０円で、事務用消耗品及び印刷製本費

であります。  

 １１節役務費は４１万６ ,５３０円で、納付書等の送付に係る通信運搬費であり

ます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額６９万３ ,６１６円で、納付書共同印

刷に係る一般会計への負担金であります。  

 説明を市民サービス課と交代します。  

○湯浅市民サービス課長   続きまして、２款広域連合負担金、１項広域連合負担

金、１目広域連合負担金は、次のページを御覧ください。予算現額６億５ ,２９８
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万４ ,０００円に対しまして、支出済額が６億４ ,７０７万９ ,６３６円、不用額が

５９０万４ ,３６４円でございます。  

 全額、広域連合に対する負担金であり、主なものといたしましては、療養給付費

負担金３億１ ,８８６万円でございます。  

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金及び還付加算金に

ついては、税務課より御説明申し上げます。  

○三鬼税務課長   １目保険料還付金及び還付加算金につきましては、予算現額１

００万円に対しまして、支出済額５６万８ ,６４８円、不用額４３万１ ,３５２円で

あります。  

 支出済額は全て２２節償還金、利子及び割引料で、保険料の変更等に伴う過誤納

付還付金でございます。  

 説明を市民サービス課と交代します。  

○湯浅市民サービス課長   それでは、続きまして、２項繰出金、１目一般会計繰

出金は、予算現額４ ,６６３万５ ,０００円に対しまして、支出済額が４ ,６６３万

４ ,２６３円、不用額が７３７円でございます。これは、令和３年度の事務費繰入

金の精算分として、一般会計に対して繰り出すものでございます。  

 議案第４８号の説明は以上でございます。  

 よろしく御審議賜り御承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。  

○南委員長   ありがとうございました。  

 それでは、市民サービス課所管の議案４７号の国民健康保険と、議案４８号の後

期高齢者の決算認定の審査に入りたいと思います。  

 御意見ございませんか。  

○小川委員   ないようですので、ちょっとだけ聞かせていただきます。  

 国民健康保険のほうの２６５ページ。  

○南委員長   ２６５ね。  

○小川委員   いいですか。  

○南委員長   はい。  

○小川委員   １１節の役務費のところで差額通知データ管理手数料とありますけ

ど、この差額通知、これって医薬品のあれですよね。度忘れ、何やった。  

○古戸市民サービス課主幹兼係長   後発医薬品、ジェネリックとの差額になりま

す。  

○南委員長   ジェネリック。  
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○小川委員   今ジェネリックの使用、国はどんだけ目標でしたか、大分それに近

づいているんですか。  

○古戸市民サービス課主幹兼係長   一応近づいてはいるんですが、ちょっと昨年

度から国のほうの後発医薬品の会社が幾つか不具合がございまして、購入ができな

いこととかがございまして、少し４年度に関しては率が下がっております。  

○小川委員   何％ぐらい。  

○湯浅市民サービス課長   すみません、今、詳しい数字がちょっと手元にないも

のですから、後でこのタブレットへでも何か資料を流しましょうかね。それで御了

解いただけますか。  

○小川委員   その同じところでレセプト点検業務委託料９９万円ですか、あるん

ですけど、これってどういう仕事というか、業務をやっていただいているんですか。  

○湯浅市民サービス課長   医療費１件１件を全部チェックしていただいて、例え

ば該当にならない項目だとかそういうのを全部チェックして、簡単に言うたら払わ

なくてもいい保険分の医療費を払ってしもておるのをチェックする仕事ですので、

九十数万で契約しているんですけど、それ以上の効果は上がっているので、いいか

なとうちとしては思っているんですけどね。  

○小川委員   このレセプトで利活用というのができますよね、重複診療であった

り、重複薬剤であったり。その市民サービス課に来たときでもそれ見ているのかど

うか、糖尿病なんかの重症化予防もこれで薬剤で分かると思うんですけど、その点

はまだやっていない、やっているんですか。  

○湯浅市民サービス課長   データヘルス計画といって尾鷲市がつくっている健康

保険の制度があるんですけど、それなんかにも生かして、早い話が、健康でよりい

られるような指導等には生かしておりますので、それ福祉保健課と共有して保健師

さんとかとも指導を行っていただいていますので。  

○小川委員   分かりました。  

○仲委員   決算書の２７８、資料の８ページなんですけど、特別徴収と普通徴収

の関係で、今回、４年度は普通徴収分が調定で９３７万５ ,４５４円アップしたと

いうことで、改めて特別徴収分と普通徴収分の違いと、それから、普通徴収の今後、

来年、再来年の見込みというのはどういうふうに考えておるかということ、お願い

します。  

○三鬼税務課長   後期高齢者の特別徴収、年金からの天引きにつきましては、基

本的には原則特別徴収というふうな形になります。  
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 特段事情のある方の場合、普通徴収というふうな納付方法を選択していただいて

おる場合もございますが、原則的には特別徴収でお願いするような形となっており

まして、年金からの天引きができないケースというのが中にはございます。  

 そういうときは強制的に普通徴収という形になりますが、ちょっとその辺につき

ましては、個々の保険料の算定によって変わる部分がございますので、見込みとし

てはちょっと立てにくいところがございますが、原則的には特別徴収としていただ

くような形でお願いしてまいりたいと思います。  

○南委員長   よろしいですか。  

○仲委員   ４年度については、２７８ページでも補正予算で特別徴収が７９２万

１ ,０００円の減、普通徴収が逆に５０３万７ ,０００円増えておるという中で、決

算ではそのような５００万円ほど増えたと、普通徴収が増えたという現象が、これ

は予算にも表れておるんですけど、今回、４年度で普通徴収が、逆に当初予算のと

きよりも補正予算で増をしておるということがあるんですけど、これは特に４年度

に事情があったか、もしくは、今後そのような傾向が続くかどうかというのを１点。  

 そして、普通徴収が増えたにもかかわらず、収納率がほとんど下がっていないと

いうことは評価すべきことであると思うんですけど、今後の見込みについてどうな

んですかね。  

○三鬼税務課長   団塊の世代の方が、いわゆる７５歳に到達されるというのが令

和４年度から入りました。２０２５年につきましては、団塊の世代の方が全て後期

高齢になるというところで、後期高齢者医療制度に変わった年は、基本的には普通

徴収になりますので、その年度、若干、普通徴収が増えるという、一時的な現象が

ございます。２年目からは特別徴収ということで、年金天引きされるということで、

よくお問合せをいただくところでございます。  

 そういった形で、数年間は特別徴収、一時的に増えることがあるかと思いますが、

保険料の収納率としては納付いただいておると御理解いただいて、納付いただいて

おるという中で確保できているものというふうに考えております。  

○南委員長   よろしいですか。  

 他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   ないようですので、４７号、４８号決算認定の市民サービス課の所

管を終了いたします。ありがとうございました。  

 少し早いようですけれども、昼食のため委員会を休憩いたします。午後は１時１
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０分から行います。  

（休憩  午前１１時４１分）  

 

（再開  午後  １時０５分）  

○南委員長   それでは、予定より少し早いですけれども、皆さんおそろいですの

で、休憩に引き続き会議を開きます。  

 次に、福祉保健課、議案第４６号の説明をお願いいたします。  

○山口福祉保健課長   福祉保健課でございます。よろしくお願いいたします。  

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

福祉保健課に関する決算につきまして御説明いたします。  

 決算書の１１６、１１７ページを御覧ください。通知いたします。  

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。予算現額８億

５ ,３４０万１ ,０００円に対し、支出済額は８億４ ,２６１万４ ,７１７円で、不用

額は１ ,０７８万６ ,２８３円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １８節負担金、補助及び交付金７８１万１ ,１８３円は、社会福祉協議会運営助

成金等が人件費の減額に伴い見込みを下回ったことによるものでございます。  

 次に、１１６、１１７ページにお戻りください。  

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費１ ,０３０万５ ,６００円のうち、

福祉保健センターの電気代などの光熱水費が７６０万６ ,４２４円でございます。  

 次に、１１節役務費４２７万３ ,８６４円は、福祉保健センターの浄化槽保守点

検等手数料１５０万１ ,５００円が主なものでございます。  

 次ページを御覧ください。  

 次に、１２節委託料５２６万５ ,３５０円は、自家用電気工作物保安業務委託料

３４万３ ,２００円から消防用設備等点検業務委託料３７万９ ,５００円まで、福祉

保健センターの管理に係る業務委託料でございます。  

 次に、１８節負担金、補助及び交付金５億６ ,２７３万７ ,８１７円は、紀北広域

連合負担金５億１ ,５１６万４ ,０００円、社会福祉協議会運営助成金４ ,６２７万

９ ,７５４円が主なものでございます。  

 次に、２目障害者福祉費でございます。予算現額７ ,６９６万３ ,０００円に対し、

支出済額は７ ,３５７万７ ,９２６円で、不用額は３３８万５ ,０７４円でございま

す。  
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 不用額の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １９節扶助費２７２万５ ,０９５円は、心身障害者医療費の助成件数が見込みを

下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１９節扶助費６ ,８８９万７ ,９０５円は、特

別障害者手当等給付費１ ,０８７万４ ,８８０円、心身医療費助成金５ ,８０２万３ ,

０２５円でございます。  

 次に、３目自立支援給付事業でございます。予算現額４億６ ,９０２万２ ,０００

円に対し、支出済額は４億５ ,７０６万１ ,３７４円で、不用額は１ ,１９６万６２

６円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １９節扶助費１ ,０７７万７６８円は、自立支援給付費が見込みを下回ったこと

などでございます。  

 １２０、１２１ページにお戻りください。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料２ ,２６９万４６６円は、移動

支援事業委託料１６７万２ ,３００円、紀北地域障がい者相談支援センター事業委

託料１ ,９０３万１ ,８２８円が主なものでございます。  

 次ページを御覧ください。  

 １９節扶助費４億２ ,６６４万３ ,２３２円は、居宅介護事業費、日常生活用具給

付事業費をはじめ、障がい者の生活を支え、社会参加を促進する事業費でございま

す。  

 １２４、１２５ページを御覧ください。  

 次に、４目老人福祉費でございます。予算現額１億１ ,５１５万６ ,０００円に対

し、支出済額は１億１ ,４４４万７９円で、不用額は７１万５ ,９２１円でございま

す。  

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費１８９万３ ,２９６円のうち、

修繕料１８５万５ ,９５３円は、聖光園の照明器具などの修繕料でございます。  

 次に、１２節委託料９ ,６２０万２ ,２８８円は、養護老人ホーム聖光園指定管理

料でございます。  

 次に、１４節工事請負費４１４万７ ,０００円は、養護老人ホーム聖光園の２階

東側廊下部分の空調設備を取り替えたものでございます。  

 次に、１８節負担金、補助及び交付金４２５万３ ,０００円は、老人クラブ連合

会助成金、尾鷲市シルバー人材センター運営補助金でございます。  
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 １９節扶助費６７９万２ ,８８２円は、老人福祉施設入所者措置費３３９万１３

２円及び介護用品給付費３４０万２ ,７５０円は、要介護度４及び５の高齢者に在

宅で介護している家族に対し、紙おむつ等の購入券を交付するものでございます。  

 次ページ、１２６、１２７ページを御覧ください。  

 ６目子ども医療費につきましては、こども・子育て担当参事より御説明いたしま

す。  

○世古福祉保健課参事   では、６目子ども医療費でございます。予算現額３ ,０６

８万６ ,０００円に対し、支出済額は２ ,８７３万５ ,２９１円で、不用額は１９５

万７０９円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、１９節扶助費１８４万４ ,５６８円は、子

ども医療費の助成件数が見込みを下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１９節扶助費２ ,８４５万９ ,４３２円は、子

ども医療費助成金２ ,８４５万９ ,４３２円で、対象者が１ ,１６１人、助成件数は

１万３ ,６０８件でございます。  

○山口福祉保健課長   次に、７目介護保険費でございます。予算現額６ ,７０５万

４ ,０００円に対し、支出済額は６ ,０１０万９ ,１４４円で、不用額は６９４万４ ,

８５６円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、１２節委託料５８３万４ ,７３５円は、新

型コロナウイルス感染症の影響により、介護予防教室の中止などにより事業費が見

込みを下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料４ ,２１２万２ ,２６５円は、一

般介護予防事業委託料１ ,６０５万円で、市内４事業者と委託契約を結び、一般介

護予防事業を実施したもので、次ページを御覧ください。食の自立支援事業委託料

２７６万３ ,９００円は、高齢者の安否確認を兼ねた配食サービスを市内５業者に

委託しているものでございます。  

 地域ケア会議推進事業委託料１万５ ,９５３円、認知症総合支援事業委託料７１

９万７ ,３８７円、生活支援体制整備事業委託料１ ,２０８万６ ,３１２円につきま

しては、地域における支援体制の検討や専門職による認知症サポート、また、生活

支援コーディネーターによる地域ごとの支援活動を社会福祉協議会に委託し実施し

たもので、ほか、緊急通報システム管理委託料３９３万９ ,２１０円でございます。  

 次に、２２節償還金、利子及び割引料１ ,２６８万９ ,６０２円は、地域支援事業

に係る前年度精算金でございます。  
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 次に、９目生活困窮者自立支援事業費でございます。予算現額２億９ ,７１２万

１ ,０００円に対し、支出済額は２億１ ,９０４万２ ,７０６円で、不用額は７ ,８０

７万８ ,２９４円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １８節負担金、補助及び交付金７ ,３６５万円で、電力・ガス・食料品等価格高

騰緊急支援給付金の給付が見込みを下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、同じく１８節負担金、補助及び交付金２億１

２５万円は、電力、ガス、食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、住民税非課

税世帯に対し１世帯当たり５万円を支給する緊急支援給付金１億４ ,５９５万円、

及びコロナ禍における物価高騰対策として、住民税非課税世帯に対し１世帯当たり

１０万円を支給する臨時特別給付金５ ,５３０万円でございます。  

 次に、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、２目児童措置費につきましては、

こども・子育て担当参事より御説明いたします。  

○世古福祉保健課参事   それでは、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費でござ

います。予算現額４ ,９９４万３ ,０００円に対し、支出済額は４ ,８６８万８ ,１３

７円で、不用額は１２５万４ ,８６３円でございます。  

 支出の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １２節委託料１ ,３３１万４ ,０００円は、市内２か所で開設している放課後児童

クラブ運営委託料でございます。  

 次に、２目児童措置費でございます。予算現額７億３ ,１３４万４ ,０００円に対

し、支出済額は７億２ ,５４９万７ ,１１７円で、不用額は５８４万６ ,８８３円で

ございます。  

 支出の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １２節委託料１ ,２７４万６ ,７００円のうち、地域子育て支援センター事業委託

料８３９万８ ,０００円は、尾鷲第二保育園に併設する子育て支援センターちびっ

こひろばに育児相談や親子教室等を委託するもので、未就学児の親子延べ１ ,６１

３組が参加しております。  

 １８節負担金、補助及び交付金９ ,８１０万６ ,５４６円は、ひとり親以外の非課

税世帯等の子供に対する子育て世帯生活支援特別給付金、及び妊娠、出産に伴う出

産・子育て応援給付金などの子育て世帯への経済支援に係る事業費や、障害児保育

対策事業費補助金、認可保育所特別助成事業補助金、給食費支援事業補助金のほか、

次ページを御覧ください。保育士等の年収３％程度を引き上げる処遇改善臨時特例
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事業補助金などでございます。  

 １９節扶助費５億９ ,０８４万７ ,４９７円は、保育所等運営費４億４ ,１３１万

５ ,０９０円、児童手当１億４ ,６３７万円などでございます。  

 ２２節償還金、利子及び割引料２ ,１５５万８ ,９０５円は、子育て世帯臨時特別

支援事業に係る前年度精算金１ ,５６９万９ ,４７７円、子育て世帯生活支援特別給

付金給付事業に係る前年度精算金５２３万６ ,０００円などでございます。  

○山口福祉保健課長   次に、３目母子福祉費でございます。予算現額１億６０５

万５ ,０００円に対し、支出済額は１億２７７万９ ,８９８円で、不用額は３２７万

５ ,１０２円でございます。  

 不用額の主なものといたしましては、１９節扶助費２３０万７ ,６０７円は、一

人親家庭等医療費助成件数が見込みを下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金１ ,７８６万

２８０円は、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の１ ,２６５万円

でございます。  

 次に、１９節扶助費８ ,１３９万４ ,３９３円は、一人親家庭等医療費助成金が対

象となる保護者１５５人、子供２２５人に対し、１ ,００２万３ ,８１３円を、児童

扶養手当は、対象となる一人親１３８人に７ ,１３１万７ ,３００円を支給したもの

でございます。  

 ２２節償還金、利子及び割引料２４７万８ ,０００円は、子育て世帯生活支援特

別給付金給付事業に係る前年度精算金でございます。  

 次ページ、１３８、１３９ページを御覧ください。  

 次に、３項生活保護費、１目生活保護総務費でございます。予算現額２ ,５７１

万８ ,０００円に対し、支出済額は２ ,５０５万１０２円で、不用額は６６万７ ,８

９８円でございます。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料５５５万１ ,５００円で、被保

護者就労支援事業委託料４６１万６ ,５００円でございます。  

 次に、２目扶助費でございます。予算現額３億７ ,９９８万１ ,０００円に対し、

支出済額は３億６ ,７４２万４ ,８２８円で、不用額は１ ,２５５万６ ,１７２円でご

ざいます。  

 不用額の主なものといたしましては、１９節扶助費１ ,２５５万５ ,４０１円で、

生活保護医療扶助費が見込みを下回ったことなどによるものでございます。  

 １９節扶助費３億４ ,８８７万７ ,５９９円のうち、支出の主なものといたしまし
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ては、扶助費３億４ ,８８６万８ ,６０８円で、生活保護の被保護世帯に対し、国の

定める基準に従い各種扶助費を支給したもので、令和４年度の被保護者世帯数は１

６２世帯、被保護者数は１７８人でございます。  

 次ページ、１４０、１４１ページを御覧ください。  

 ２２節償還金、利子及び割引料１ ,８５４万７ ,２２９円は、前年度の生活保護費

精算金でございます。  

 次に、３目生活総合施設事務費でございます。予算現額５１４万９ ,０００円に

対し、支出済額は３６２万９ ,４４０円で、不用額は１５１万９ ,５６０円でござい

ます。  

 不用額１５１万９ ,５６０円は、救護施設入所者が見込みを下回ったことによる

ものでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金３６２万９ ,４４０円は、救護施設委託事務費負

担金でございます。  

 次に、４項地方改善事業費、１目地方改善事業費でございます。予算現額１ ,３

８１万４ ,０００円に対し、支出済額は１ ,３６２万５ ,７３３円で、不用額は１８

万８ ,２６７円でございます。  

 本事業は林町会館の運営に関するもので、支出の主なものといたしましては、７

節報償費７５万円は、林町会館で開催している各種講座の講師謝礼でございます。  

 次ページ、１４２、１４３ページを御覧ください。  

 次に４款衛生費、１項保健費、１目保健総務費でございます。予算現額６ ,９５

２万円に対し、支出済額は６ ,８７９万４ ,７３６円で、不用額は７２万５ ,２６４

円でございます。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料３１９万８ ,１７０円のうち、

３１９万８ ,０００円は、一次救急医療体制事業を紀北医師会に委託したものでご

ざいます。  

 次に、１８節負担金、補助及び交付金２ ,０２４万６ ,２４９円のうち、主なもの

といたしましては、次ページを御覧ください。上から２段目の病院群輪番制病院運

営事業補助金として尾鷲総合病院に１ ,７６５万９ ,６００円を、地域医療助成金と

して２２５万円を紀北医師会及び尾鷲歯科医師会に助成したものでございます。  

 次に、１９節扶助費４１万５ ,９６８円は、未熟児養育医療費助成金として２名

に対する医療費助成を行ったものでございます。  

 次に、２目予防費でございます。予算現額１億７ ,９９９万４ ,０００円に対し、
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支出済額は１億６ ,９３８万８ ,３５６円で、不用額は１ ,０６０万５ ,６４４円でご

ざいます。  

 不用額の主なものといたしましては、１２節委託料６５６万３ ,５０５円で、定

期予防接種率及び新型コロナウイルスワクチン接種システム改修費が見込みを下回

ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１１節役務費６００万７３８円は、コロナワ

クチン接種券や通知案内等の通信運搬費４１２万７ ,６０９円ほか、コロナワクチ

ン接種等に係る役務費でございます。  

 １２節委託料７ ,３０７万４ ,４９５円は、コロナワクチン接種に係る集団接種、

各医院での接種である個別接種に対する紀北医師会等への予防接種委託料３ ,００

４万３ ,８９３円、次ページを御覧ください。４種混合、日本脳炎等各種予防接種

である定期予防接種委託料３ ,２７１万７ ,８４３円など、コロナワクチン接種、各

種予防接種に係る委託料でございます。  

 １３節使用料及び賃借料１ ,０６７万８ ,０７９円は、コロナワクチン接種の集団

接種会場である尾鷲市民文化会館の会場使用料２３８万２ ,４００円、同じく集団

接種会場である輪内中学校、元九鬼中学校、須賀利小学校への夏季、冬季時に冷暖

房機器を設置するための冷暖房機器借上料３７１万８ ,０００円ほか、コロナワク

チン接種に係る使用料及び賃借料でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金３３０万５ ,５００円の主なものは、新型コロナ

ワクチン集団接種のための医療従事者の確保が困難な中、ワクチン接種を行う集団

接種会場に、時間外、休日に派遣の協力をいただいた医療機関に対し支援するため

の補助金、新型コロナウイルスワクチン接種医療従事者派遣事業補助金３２９万９ ,

０００円でございます。  

 ２２節償還金、利子及び割引料６ ,３５２万３ ,０７７円は、新型コロナワクチン

接種事業に係る国庫負担金、補助金などの過年度精算金でございます。  

 次に、３目保健事業普及費でございます。予算現額３ ,３１４万４ ,０００円に対

し、支出済額は２ ,９７８万４ ,２４２円で、不用額は３３５万９ ,７５８円でござ

います。  

 不用額の主なものといたしましては、次ページを御覧ください。  

 １２節委託料２２２万５ ,９９１円は、各種がん検診及び妊婦健診等の受診者が

見込みを下回ったことによるものでございます。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料２ ,６１９万９ ,００９円のうち
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主なものといたしましては、妊婦・産婦健康診査等委託料５５５万８ ,２４０円は

三重県医師会等に、がん検診委託料１ ,８０９万７８８円は、尾鷲総合病院、紀州

ヘルスクリニック、三重県健康管理事業センター及び紀北医師会に委託して実施し

たものでございます。  

 以上が福祉保健課に関する決算の説明でございます。  

 よろしく御審議いただき御承認賜りますよう、お願いいたします。  

○南委員長   ありがとうございます。  

 福祉保健課の決算認定の説明は以上でございます。  

 御意見、御質疑のある方。  

○小川委員   何点かちょっと聞かせていただきます。  

 まず、決算書１１９ページ、新婚新生活支援事業補助金３３万円、これ、１組ぐ

らいですか。これ、何組あったんですか。  

○山口福祉保健課長   ２世帯でございます。  

○小川委員   ２世帯で３３万円ということなんだと思うんですけど、これ、国の

基準では最高額１組当たり６０万円ぐらいあったように思ったんですけど、尾鷲市

は少ないんですか。  

○世古福祉保健課参事   昨年度におきましては、３０万が限度となっております。

本年度から６０万となりました。  

○小川委員   ３０万限度で、３３万で２組というのはちょっと感じ合わんような

気がするんやけど、どうなんでしょうか。  

○世古福祉保健課参事   実際にかかった費用に関しまして３０万円までとなって

おりまして、１世帯は３万円ということになっております。  

○小川委員   決算書１３１ページ、ここのところの１９節扶助費ですか、その前

のところか何かに、住居確保給付金というのを去年あたりまで、去年というか３年

度まで何かあったように思ったんですが。コロナでつけたやつ。これ、今回ないん

ですけど、それはなくなったんですか。  

○山口福祉保健課長   住居確保給付金につきましては、令和４年度の実績がゼロ

だということで、予算化はしておりましたけれども、実績はゼロということでござ

います。  

○小川委員   コロナから回復してきたというふうに取ればいいと思うんですけれ

ども、先ほどあった小口貸付けのほうも、それじゃ、もう落ち着いたということな

んでしょうか。  
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○山口福祉保健課長   社協さんのほうに確認はさせていただいておるんですけれ

ども、コロナ禍の中、相談件数も貸付け件数も相当数あったというふうに聞いてお

りますが、ここ昨年度から今年度入ってかなり相談件数等も落ち着いてきたという

ふうに聞いております。  

○小川委員   続きまして、決算書１３９ページ、１９節の扶助費についてちょっ

とお伺いします。  

 去年に比べるとかなり、かなりというか、人数が減っているんですよね。減って

いる割に扶助費が増えている。これ、医療費のほうが多かったのかなと思うんです

けど、そのちょっと内訳を教えていただけませんか。  

○山口福祉保健課長   委員おっしゃるように、医療扶助費がこの扶助費の相当な

額を占めております。  

 内訳としましては、生活扶助費として１億４５３万３ ,４６６円で、医療扶助費

が２億３ ,０２４万４ ,５３０円、介護扶助費が１ ,４７０万６１２円となっており

ます。  

○小川委員   ほとんど３分の２ぐらいが医療費補助金ということで了解しました

んで。  

 それと、１４５ページ、保健総務費のところの尾鷲市特定不妊治療費等補助金１

３万７ ,５００円、これ、その前の年に、もう少し五、六十万あったんじゃないん

かな、もっと７０万ぐらいかな、あったように思ったんですけど、これは保険適用

できるようになったので減ったというふうに取ればいいんですか。  

○山口福祉保健課長   おっしゃるように、令和４年度から特定不妊治療について

は保険適用がされるようになりました。ただし、一部の先進的医療については保険

適用外ということで、三重県と尾鷲市でこのような補助金を支給しておるんですけ

れども、実際の件数としましては令和４年度は２件でした。その前、令和３年度に

ついては１１件、実績がございます。  

○小川委員   これ、保険適用外に補助金をつけているというふうに理解すればい

いんですか。  

○山口福祉保健課長   おっしゃるとおりでございます。  

○小川委員   これ、男性のほうの治療もついているんですか。  

○山口福祉保健課長   現在のところ、男性の治療費については対象とはなってお

りません。  

○南委員長   他にございませんか。  
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○中村委員   決算書１２５ページの１９節扶助費の老人福祉施設入所者措置費っ

てあるんですけれども、これはどこの福祉施設に入っておられる方に対しても、お

むつとかのいろいろなものの措置費と理解していいですか。  

○山口福祉保健課長   こちらにつきましては、市外の養護老人ホームの措置者に

対し２名分、措置費を支払っておるということです。  

○中村委員   それでは、１３５ページについてお伺いしたいんですけれども、１

８節の認可保育所特別助成事業補助金の中身と、それから、これって国費がどれぐ

らい入っているか教えていただけますか。  

○世古福祉保健課参事   こちら、認可保育所特別助成事業補助金でございますが、

こちらにつきましては、認可保育所、いわゆる保育所ですね、保育所のほうに主任

保育士を配置する場合に、その人件費等を２分の１以内で補助を行うものでござい

ます。  

 途中入所等があった場合に、保育士の基準を超えて入所が受けられなくなること

から、主任保育士を配置しているところは主任保育士がいることによって、基準を

超えても主任保育士１名がいるから受け入れられるというような状況をつくるため、

また、そのほかの保育所の支援にも寄与するということで、このような補助を設け

ております。  

 こちらは、市単独の補助でございます。  

○中村委員   これは、その３％の何かありましたよね、保育士の、１３７ページ

の保育士の処遇改善とはまた別ですか。  

○世古福祉保健課参事   こちらは別の制度でございます。  

○中村委員   この１３７ページのほうは、これは国費はどれぐらいですか。  

○世古福祉保健課参事   こちらは国費が１００％でございます。  

○中村委員   それでは、１３５ページの認可保育所研修事業補助金の１６０万に

ついての中身と、国費の割合を教えていただけますか。  

（「研修じゃなくて、修繕じゃない」と呼ぶ者あり）  

○中村委員   ごめん、修繕……。  

○世古福祉保健課参事   こちらなんですけれども、各保育所における冷暖房の修

繕ですとか外デッキの修繕、そういったものの積み重ねとなっております。  

○中村委員   国費の割合。  

○世古福祉保健課参事   すみません、国費の割合ですが、こちらは市単独補助と

なっております。  



－３９－ 

○中村委員   その下の低年齢児保育充実事業費補助金の人数、内訳というのと、

それと国費何％か教えていただけますか。  

○世古福祉保健課参事   対象となっている職員につきましては、１名でございま

す。  

 こちら、国費はございませんが、県費が２分の１となっております。  

○中村委員   その下の看護師配置補助金についても教えていただけますか。  

 何名で、国費、幾らですか。  

○世古福祉保健課参事   こちら対象は１名でございます。  

 こちらは、市単独でございます。  

○中村委員   南輪内保育園大規模修繕に係る元利補給金というのがあるんですけ

れども、これ、この前の案では市に移管するとかなんとかが書いてあったんですけ

れども、これは今年の決算やから出てくるんですか、これは来年も続けていきます

か。  

○世古福祉保健課参事   こちらにつきましては、来年度までの計上となっており

ます。来年度で終了となっております。  

○中村委員   その終わる理由は何ですか。  

○世古福祉保健課参事   こちらは大規模修繕を行った部分の元利補給金になりま

して、アスベスト除去ですとか大規模修繕を行ったもの、そちらの元利補給が令和

６年度で終了するということになります。  

○南委員長   よろしいですか。  

○中村委員   給食費支援事業補助金についての中身が、こちらの実績報告の３７

ページのほうに出ていると思うんですけれども、これについて、主食費対象２２３

人、副食費対象１７０人というのが、ちょっとごめんなさい、意味が分からないん

ですけど、教えていただきたいんですけど。  

○世古福祉保健課参事   主食費につきましては、いわゆるお米ですとかそういっ

た主食の部分に当たりまして、副食費のほうは、いわゆるおかずに当たる部分にな

ります。  

○中村委員   御飯しかもらえない子供がおるということですか。  

○芝山福祉保健課主幹兼係長   副食費に関しましては、年収３６０万以下の場合

は公定価格の中に入っておりまして、市の単独の補助はない方が入っていますので、

人数が合いません。  

 主食費に関しましては、３歳から５歳の子供さん全てが対象になります。  
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○中村委員   これは、ということはゼロ歳児、２歳児まではこの補助はないとい

うことですか。全額、親負担ですか。  

○世古福祉保健課参事   現在のところ、ゼロから２歳児については補助はござい

ません。  

 すみません。補助はございませんが、保育料のほうに含まれる形で算定されてお

ります。  

○中村委員   給食費としては取っていないということですか。  

○世古福祉保健課参事   おっしゃるとおりでございます。  

○中村委員   それでは、１３７ページの１９節扶助費の４億４ ,１３５万９０円の、

これの各保育園ごとの内訳が、きっと予算のときは決算やないと出えへんとおっし

ゃったと思うんですけれども、それの月別と保育所別の一覧表を出していただくよ

うに委員長にお願いしたいんですけれども。  

○南委員長   もう一度。  

○中村委員   扶助費の保育所などの運営費の内訳、施設給付型の４億４ ,１３５万

９０円の内訳の一覧を、月別で保育所別で一覧で出していただきたいと思うんです。  

○南委員長   扶助費の分をね。  

○中村委員   はい。  

○南委員長   それ、資料はない。手持ち資料で。  

○山口福祉保健課長   月別ではないんですけれども、４年度の決算額として園別

の公定価格の合計は今手持ちでは持っております。申し訳ないんですが、月別では

ないですが、年度、全ての単位では持っております。  

○南委員長   仕分して、また後でもいいですから出していただけますか。  

○山口福祉保健課長   また、月別も合わせて提出させていただきたいと思います。  

○南委員長   できたら、この決算審査中にお願いいたします。  

 それでよろしいですか。  

○中村委員   同じところの母子生活支援施設入所措置費というのがあるんですけ

れども、これ、予算より大幅に上がっていると思うんですけど、これのちょっと中

身と理由を教えていただけますか。  

○山口福祉保健課長   令和４年度に金額が上がった理由なんですけれども、これ、

途中で補正をさせていただいております。  

 理由としましては、この措置する対象の世帯がみえたということで、途中で補正

させていただいております。  
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○中村委員   すみません、この事業の中身はどういうものか教えていただけます

か。  

○山口福祉保健課長   母子を措置する必要がある世帯が出てきたということなん

ですけれども。  

○中村委員   どこかへ入所させる必要がある母子家庭ができたと理解していいで

すか。  

○山口福祉保健課長   そのとおりでございます。  

○中村委員   それは医療所ですか、それ以外ですか。  

○山口福祉保健課長   以外です。  

○中村委員   ありがとうございます。  

○南委員長   他にございませんか。  

○小川委員   先ほど聞き忘れたんですけど、１２５ページの委託料のところで、

以前まではここにあれがあったんですよね、緊急通報システム管理委託料が、それ

が老人福祉費から１２９ページの介護保険費のほうへ変わっているんですけど、こ

れ、何か理由はあるんですか。  

○山口福祉保健課長   令和３年度は、おっしゃるとおり４目の老人福祉費の中の

在宅援護事業というところに入っておりました。令和４年度からは、こちらの７目

の介護保険費なんですけれども、こちら、その中の地域支援事業という事業の財源

を広域連合の受託収入で補っておりますので、全てその受託収入による事業となっ

たことから、こちらの７目の介護保険費のほうに入っておるということになります。  

○小川委員   今の説明を聞くと、それがなくなったらまたこっちに戻るって理解

すればいいんですか。  

○山口福祉保健課長   広域連合の受託収入である地域支援事業の中でも、これだ

けじゃなくて幾つかの事業を行っておりますが、その中で少しでも違う収入が必要

になった場合、こちらのまた４目のほうに移動することになると思います。  

○南委員長   よろしいですか。  

 他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   ないようですので、１点だけちょっと教えてもらえるかいな。  

 障がい者相談支援事業って社協へ委託しておるのやけど、あれはどこに載ってい

ますか、これ、決算でいくと。  

○山口福祉保健課長   １２１ページの３目自立支援給付事業の１２節委託料の中
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に紀北地域障がい者相談支援センター事業委託料というのがあるんですが、それが

こちらに当たります。  

○南委員長   当然、消費税の云々という問題が一部のマスコミで騒がれて、三重

県下でもばらつきがあって、新聞によると愛知県の２市が自主的に返納するという

ことで決めたそうですけれども、当市の場合はどういう方向でおられます。  

○山口福祉保健課長   県下でも同じような事例の市町があるわけなんですけれど

も、おおむね厚労省及び国税のほうからの通知を待ってということで、新聞紙面で

はそのようなことが載っておりますけれども、正式な通知というのがまだ本市に来

ておりませんので、その通知をもって対応を図りたいと考えております。  

○南委員長   とすると、国税のほうから通知が来て対応するということでよろし

いですか。  

○山口福祉保健課長   そのとおりさせていただきたいと思いますので、また、委

員会のほうには報告させていただきたいと思います。  

○南委員長   分かりました。  

○小川委員   １２８ページ、生活困窮者自立支援事業費の中なんですけれども、

これ、忘れているんですけど、補正で１億８ ,２３８万６ ,０００円を補正しており

ますよね。これ、何やったかなとちょっと気になりましたんで。  

○山口福祉保健課長   住民税非課税世帯の給付金の事業がありましたので、その

分を補正させていただいております。  

○小川委員   生活困窮者自立支援制度の中で引き上げて、生活保護に陥るのを助

けたというのは、それ結構ありましたか、４年度は。  

○山口福祉保健課長   生活困窮者の相談の中で、当然、生活保護に陥らないよう

に相談体制、社協も含めて我々もやっております。何とか生保にならないようにと

いうことでいろんな相談を受けて、いろんな事業をしていただいたりとか、給付金

のこともありますので、現実、何人いたかというのはなかなか人数としては把握し

切れない部分はあるんですけれども、そういった体制をしっかり取って生活保護に

陥らないように努力はしております。  

○小川委員   その相談件数というの、私も３人ぐらい連れていったような気がす

るんですけど、相談件数、何件ぐらいあったんですか。  

○林福祉保健課係長   生活保護の相談件数が、令和４年度で２６件になります。  

○小川委員   生活困窮の。  

○林福祉保健課係長   失礼しました。生活困窮の実質相談件数が４８名になりま
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す。その方の、実際、訪問とか面接とかを行った件数が８２９件になっております。  

 以上です。  

○小川委員   その中で２６件が生活保護のほうに移ったって理解すればいいです

か。  

○林福祉保健課係長   そうではなくて、その一部が生活保護のほうの相談にも来

ておりますし、実際、生活保護として受けさせていただいている件数が２６件にな

ります。  

○南委員長   よろしいですか。  

 では、他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   ないようですので、福祉保健課の決算審査を終了いたします。  

 ここで休憩いたします。再開は２時１０分から。  

（休憩  午後  １時５１分）  

 

（再開  午後  ２時０４分）  

○南委員長   休憩前に引き続き委員会を続行いたします。  

 次に、環境課に入ってもらいました。  

 今日の審査は環境課で終わりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第４６号、一般会計の歳入歳出決算の認定についての説明をお願

いいたします。  

○民部環境課長   それでは、環境課です。よろしくお願いします。  

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

環境課所管の決算について、決算書、主要施策の成果及び実績報告書に基づき御説

明いたします。  

 歳出決算の説明の前に、し尿処理手数料の不納欠損を御説明いたします。  

 決算書の３６ページ、３７ページを御覧ください。  

 １３款使用料及び手数料、２項手数料、２目衛生手数料、２節し尿処理手数料に

おいて、令和４年度は１万８ ,３００円の不納欠損を行いました。  

 この科目はし尿くみ取りに係る手数料で、所在不明、死亡等の徴収不能案件で、

非強制徴収公債権の時効期間の５年を経過し、債権が消滅したことから、６件、１

万８ ,３００円の不納欠損を行いました。  

 続きまして、歳出決算の説明をいたします。  
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 決算書の１４８、１４９ページを御覧ください。  

 ４款衛生費、２項清掃費、１目清掃総務費、予算現額が１億３ ,１５２万７ ,００

０円に対しまして、支出済額１億３ ,０９１万２ ,５１７円、不用額が６１万４ ,４

８３円であります。この科目は環境課の総務的な経費であります。  

 内訳を申し上げます。  

 まず、１節報酬から次のページの４節共済費までについては、総務課より説明済

みでありますので、割愛させていただきます。  

 支出の内訳は、備考欄に記載のとおり、環境課の事務所経費など経常的な経費が

主なもので、事務事業的なものにつきましては環境美化推進事業であります。  

 環境美化推進事業の内容につきましては、課長補佐から説明いたさせます。  

○北村環境課長補佐兼係長   主要施策の成果及び実績報告書の４４ページを御覧

ください。  

 環境美化の推進であります。  

 事業の目的、内容については記載のとおりであります。  

 事業成果の欄を御覧ください。  

 事業成果としましては、違反ごみ、不法投棄の監視パトロールや指導を継続して

行い、投棄場所には監視カメラ、啓発看板を設置いたしました。また、広報紙やワ

ンセグ、尾鷲市公式ＬＩＮＥにおいて、ごみ出しルールの周知、啓発を行い、環境

美化意識の向上を図っています。  

 事業費につきましては５０万円で、前年比約２２ .８％の減、財源内訳は全て一

般財源となっております。  

 説明は以上です。  

○民部環境課長   決算書の１５０ページ、１５１ページを御覧ください。  

 続きまして、２目塵芥収集費であります。塵芥収集費、予算現額１億３ ,４０９

万円に対しまして、支出済額が１億３ ,０８５万５ ,５１７円、不用額が３２３万４ ,

４８３円であります。  

 この科目は、本市の可燃ごみ収集に係る経費が主なものであります。  

 決算額は、前年度決算額と比べまして約４４７万円の減額であります。  

 不用額の主なものは、１２節の委託料２８５万５００円で、これは入札差金によ

るものであります。  

 内訳につきましては、補佐及び係長から説明いたさせます。  

○北村環境課長補佐兼係長   主要施策の成果及び実績報告書の４５ページを御覧
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ください。  

 塵芥収集の推進でありますが、事業の目的、事業内容は記載のとおりであります。  

 事業成果の欄を御覧ください。  

 事業成果として、可燃ごみ収集量が令和４年度は３ ,５７０ .５トンとなり、前年

度の３ ,６５７ .７１トンに対して８７ .２１トン減少し、削減率は約２ .４％となっ

ております。  

 記載をしておりませんが、ごみ有料化制度開始前の平成２４年度の５ ,４２２ .６

６トンと比較すると、約３４ .１％の削減率となっています。  

 また、自分でごみを出すことが困難な方を対象としたふれあい収集事業では、２

万３ ,５２０キログラム、４ ,５５４件の可燃ごみを収集したほか、リサイクル事業

の一環として家具類４４点を収集しております。  

 事業費は５ ,２７２万４ ,０００円で、前年比１０５万９ ,０００円の増、財源内

訳のその他特定財源２ ,４２５万３ ,０００円は、指定ごみ袋制度による塵芥収集手

数料であります。  

 説明は以上であります。  

○若林環境課係長   主要施策の成果及び実績報告書４６ページを御覧ください。  

 資源ごみ収集の推進事業は、事業の目的欄のとおり、資源ごみを速やかに適正に

収集し、再資源化することで循環型社会の構築を推進するものであります。  

 事業成果を御覧ください。  

 令和４年度の資源ごみ収集量は、新聞紙ほか１９品目で、合計８５３トンであり

ます。  

 詳細内訳は記載のとおりであります。  

 事業費は７ ,８１３万２ ,０００円であり、財源内訳は全額一般財源７ ,８１３万

２ ,０００円です。  

 事業費は、前年比で５５３万円の減額となりました。  

 説明は以上です。  

○民部環境課長   決算書１５２、１５３ページを御覧ください。  

 ３目塵芥処理施設費、予算現額は２億６ ,４３２万円に対して、支出済額２億６ ,

１６４万７ ,３７８円、不用額が２６７万２ ,６２２円であります。  

 この科目は、ごみ処理施設、清掃工場に係る経費で、前年度決算額と比較しまし

て約１ ,４００万円、率にして５ .６％ほど増額しております。  

 増額の主な要因についてでありますが、電気代高騰により約１ ,０００万円の光
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熱費が上がったことと、清掃工場の工事請負費が約３２０万円増加したことによる

ものであります。  

 内訳の説明の前に、不用額の多いものを説明いたします。  

 １２節の委託料の不用額８７万４ ,６２５円。  

 不用額の主な理由は、資源物の処理量が見込みを下回ったことなどにより不用額

となりました。  

 次に、内訳を申し上げます。  

 決算書の１５４、１５５ページを御覧ください。  

 １５５ページの１８節の負担金、補助及び交付金を御覧ください。  

 これは、令和３年４月１日に設立された一部事務組合東紀州環境施設組合への令

和４年度分の負担金２ ,０９４万２ ,０００円と、再資源化のため伊賀市へ搬入する

焼却残渣等に係るトン当たり１ ,０００円の伊賀市への負担金９７万９ ,０００円で

あります。この負担金以外の主な事業は二つあります。  

 担当係長から説明いたさせます。  

○若林環境課係長   主要施策の成果及び実績報告書４７ページを御覧ください。  

 ごみ処理事業であります。  

 事業の内容欄のとおり、清掃工場施設を適切に維持管理するために、施設点検、

ばい煙、ダイオキシン等、測定検査などの業務委託を行っております。  

 事業成果は記載のとおりで、事業費は２億２４万７ ,０００円、前年度と比較し

て１ ,６２１万７ ,０００円の増額となりました。  

 財源の内訳は、その他特定財源で、清掃工場持込処理手数料１ ,４１５万３ ,００

０円、都市計画事業基金繰入金２ ,４９０万４ ,０００円で、一般財源は１億６ ,１

１９万円であります。  

 事業費の増額となった主な理由は需要費で、令和３年度は３ ,８４８万円でした

が、昨年度の令和４年度では、光熱水費のうち電気代の高騰と計量用のトラックス

ケールの修繕等で５ ,２３４万円であったことで、増額となりました。  

 続きまして、次のページの４８ページを御覧ください。  

 資源ごみ処理の推進事業であります。  

 事業目的は、清掃工場に収集及び持ち込まれる資源ごみの適正な再資源化の促進

を実施しております。  

 事業内容としては、資源ごみを再資源化業者に適正に搬出処理を行うもので、清

掃工場のストックヤードにおいて、清掃工場に持ち込まれた資源ごみから分別の細
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分化作業にて有価物を抽出して、経費のかかる処分量を減らすように実施しており

ます。  

 事業成果といたしましては、資源物の処理量は８５０トンと昨年度より２６トン

減りました。資源物の８５０トンのうち４５０トンが有価引取りされ、４３６万１ ,

０００円が資源化物売却収入されました。  

 事業費は３ ,９００万６ ,０００円で、資源化物売上げ収入のほかは一般財源であ

ります。  

 説明は以上です。  

○民部環境課長   次に、決算書１５４ページ、１５５ページにお戻りください。  

 ４目し尿処理費であります。予算現額１億８ ,８９４万５ ,０００円に対しまして、

支出済額が１億８ ,８６９万９ ,２６６円、不用額は２４万５ ,７３４円であります。  

 この科目は、し尿収集やし尿処理に係る経費で、前年度決算額と比較しまして約

４０万円増加しております。  

 増加の主な要因は、需用費、バキュームカーの故障が相次ぎ、修繕費がかさんだ

ためであります。  

 内訳の主なものは、クリーンセンターの維持管理費経費であります。  

 説明は課長補佐から説明いたさせます。  

○北村環境課長補佐兼係長   主要施策の成果及び実績報告書の４９ページを御覧

ください。  

 汚泥再生処理施設の維持管理でありますが、し尿・浄化槽汚泥の適正処理のため、

令和元年度から６年間、クリーンセンターの包括複数年整備運営管理業務委託を実

施しております。  

 令和４年度の事業成果でありますが、クリーンセンターでの処理量は、し尿が３ ,

３５７キロリットル、浄化槽汚泥が１万８７７キロリットルで、合計１万４ ,２３

４キロリットルであります。  

 また、処理工程で発生する余剰汚泥を乾燥し、一部を再資源化堆肥として９ ,５

００キロを市民の方々に配布しております。  

 主な事業費の内訳は、クリーンセンターの運転保守管理包括業務委託料１億７ ,

８２０万円と、第三者による業務の履行状況の確認としてモニタリング委託料が４

９５万円であります。  

 財源内訳のその他特定財源３ ,２６４万５ ,０００円はし尿収集手数料で、その他

は一般財源であります。  
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 説明は以上です。  

○民部環境課長   決算書の１５６、１５７ページを御覧ください。  

 次に、４款衛生費、３項環境衛生費、１目環境衛生総務費、予算現額５ ,２０８

万２ ,０００円に対しまして、支出済額が５ ,１９８万９ ,２３１円、不用額は９万

２ ,７６９円であります。  

 この科目は、環境衛生に係る総務的な経費です。  

 ２節給料から４節共済費までは総務課より説明済みでありますので、割愛させて

いただきます。  

 これらを除きました主な内訳としましては、環境月間、美化活動などに係る花植

時の土、花、肥料等、需用費の消耗品であります。  

 次に、２目環境調査対策費につきましては、予算現額が２ ,２１１万９ ,０００円

に対しまして、支出済額１ ,７１８万１ ,８３１円、不用額が４９３万７ ,１６９円

であります。  

 この科目は、環境調査業務に係る経費や浄化槽普及促進に係る経費が主なもので、

前年度決算額と比較しまして約２０１万円増加しました。  

 増加の主な要因は、浄化槽普及事業におきまして、浄化槽補助金の増加と、賀田

にあります大気環境の観測局の風速測定に係る記録計を備品購入したことによるも

のであります。  

 なお、不用額の主な理由は、浄化槽設置事業補助金が予算の見込みを下回ったこ

とによるものであります。  

 内訳につきましては、担当主幹から説明いたさせます。  

○中川環境課主幹兼係長   それでは、主要施策の成果及び実績報告書の５０ペー

ジを御覧ください。  

 環境調査対策事業であります。  

 事業の内容及び成果としましては、公共用水域と一般大気環境の環境基準適合状

況を把握するための調査等を実施し、生活環境の把握、保全に努めました。また、

環境保全協定を締結している事業者に対しまして立入調査等を行い、協定値が遵守

されていることを確認しております。  

 事業費は４ ,９６９万円で、財源は全て一般財源となっております。  

 続きまして、次の５１ページを御覧ください。  

 浄化槽普及促進事業であります。  

 事業の内容につきましては、市内の住宅におけるくみ取り便槽や単独浄化槽から
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の合併処理浄化槽への転換及び住宅新築時の合併処理浄化槽設置の促進を図ってお

ります。  

 事業成果としましては、補助実績として５人槽が３４基でありました。その内訳

としまして、新設が２１基、くみ取り便槽からの転換が１２基、単独浄化槽からの

転換が１基となっております。  

 事業費につきましては、１ ,２２１万３ ,０００円で、財源内訳につきましては、

国庫支出金が６１１万円、県支出金が１７２万８ ,０００円、一般財源が４３７万

５ ,０００円となっております。  

 説明は以上です。  

○民部環境課長   決算書の１６０、１６１ページを御覧ください。  

 続きまして、６目廃棄物政策費、予算現額３３０万６ ,０００円に対しまして、

支出済額は２９４万９ ,３２８円、不用額が３５万６ ,６７２円であります。  

 この科目は、廃棄物政策、環境保全対策などに係る経費で、前年度決算額と比較

しますと約２９２万円増加しております。  

 この増加の主な要因は、第３次尾鷲市環境基本計画に係る策定委託料２７１万７ ,

０００円分が増加したためであります。  

 続きまして、令和５年度尾鷲市清掃事業の概要を御覧ください。  

 こちらは、最新の本市の清掃事業の概要を取りまとめたものであります。  

 目次を御覧ください。  

 内容は、基本的な本市の清掃事業の基本的な内容のほか、ごみ量などの経年変化

のデータも取りまとめておりますので、後ほど御参照をお願いいたします。  

 以上が、令和４年度の環境課の決算報告であります。  

 御審議いただき認定賜りますよう、よろしくお願いします。  

 以上です。  

○南委員長   環境課の説明は以上でございます。  

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。  

○中村委員   ごみの減量のガーデンシュレッダーとか、生ごみ処理容器とか、電

動生ごみ処理機、実績報告書の中の５３ページなんですけれども、これの中にこの

前から言われていたごみの減量について、水分がもう滴るということで、今、生ご

みを乾燥する電気のポットみたいなのがあるんですよ。それもこの中に入れていた

だきたいんですけれども、そういう検討ってされていますか。  

○民部環境課長   ありがとうございます。  
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 今のところはこの三つの種類の補助があるんですけど、ここ数年、使用実績が乏

しかったもんで、今年度、インターネットで購入の方が多いもんで、インターネッ

トは追加してそれも補助させてもらうようにしたんですけど、今、いただきました

ので、確かに水分量、生ごみを減らすには一番大きいもんで、ちょっと検討させて

いただきます。  

 すみません、入っています。  

○北村環境課長補佐兼係長   すみません、今、中村委員さん言った生ごみ乾燥な

んですけど、僕の記憶では、中村委員さん、議員になる前に一度、生ごみ処理機と

かあんなん買っていただいていると思うんですけれども、それは何か微生物を入れ

て攪拌して堆肥にして畑や花壇の土にまでというのなんですけど、攪拌する音のこ

とや花壇の内装には不向きだなって僕も思っていたんですけど、そして、入れられ

ない生ごみもありますし、少々手間やと。もちろん今もこのタイプもあるんですけ

ど、堆肥が必要な方はメリットあるんですけど、メリットのない人もおるもんで、

今は違うタイプ、先ほど中村委員さん言った、生ごみはもちろんのこと、極端な話、

割り箸とかちり紙とかももう入れたってそのまま乾燥するようなタイプのコンパク

トなサイズの台所に置ける、そういうのもありまして、もちろん乾燥した生ごみを

砕いて肥料にすることもできますし、そういうのも生ごみ処理機として対象にして

おります。  

 以上です。  

○中村委員   ありがとうございます。  

 それ、知らなかったもんで、それも対象になるということですね。すみません、

大宣伝してください。  

 本当に、ごみを減らしたらすごく軽減されるということで、私も実は欲しいなと

は思っていても、これって対象やないよなと思って人にもよう勧めやんし、なかな

かそれ、今お聞きするまで知らなかったもんで、もうぜひ何かあれでもう大宣伝し

てください。お願いします。  

○民部環境課長   委員さん、間違った答弁してすみません。入っていますので、

今度、問合せあったときもその旨ちゃんと説明はさせてもらいます。ありがとうご

ざいます。  

○南委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   ないようですので、環境課の決算審査を終了いたします。  
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 御苦労さまでございます。ありがとうございます。  

 本日はこれにて閉会をいたします。  

 明日は水産農林課からですので、お願いいたします。  

（午後  ２時２６分  閉会）  

 


